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序

空港跡地遺跡は、高松空港跡地整備事業に伴い発掘調査が行われた香川県高松市林町に

所在する遺跡です。

発掘調査は、香川県教育委員会からの委託で、財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

が平成2年度から9年度まで実施し、弥生時代から江戸時代までの遺構が検出されました。

特に本報告書に掲載したD地区では、江戸時代の遺構 。遺物が多く出土しており、日本国

内の各地で生産された陶磁器などが数多く発見されたことから、当時の生活のありさまを

知る貴重な資料となりました。

このたび、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが平成15年 4月 から平成16年 3月 ま

で実施しました整理事業が終了し、「空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 7

冊 空港跡地遺跡Ⅶ」として刊行することになりました。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対

する理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間、関係機関並

びに地元関係者各位には多大なご援助とご協力をいただきました。ここに深く感謝の意を

表しますとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成16年 10月

香川県埋蔵文化財センター

所長 中村 仁



例   言
1.本報告書は、空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 7冊で、香川県高松市林町に

所在する空港跡地遺跡 (く うこうあとちいせき)の報告を収録した。

2。 発掘調査は、香川県教育委員会が香川県土地開発公社から委託され、香川県教育委員会が調査主体、

財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.調査にあたつて、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。(機関名は当時のもの。

順不同、敬称略)

香川県商工労働部産業立地課、高松市教育委員会、林地区開発協議会、地元自治会

4。 本報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施し、香川県埋蔵文化財センター

が発刊した。

本報告書の執筆・編集は西岡達哉が担当した。また、香川県教育委員会主任技師松本和彦の支援を

得た。

なお、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが平成15年度末に廃止となつたため、報告書刊行業

務は香川県埋蔵文化財センターが実施した。

5。 本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高はTo P.を 基準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

SA:柵 跡 SB:掘 立柱建物跡 SD:溝 状遺構 SH:竪 穴住居跡 SK:土  坑
SP:柱穴跡 SR:自 然河川跡 SX:不 明遺構

6.石器実測図中、 トーンは摩滅範囲を、輪郭線の回りの実線は磨滅箇所を、破線は敲打痕や潰れ箇所

を表す。なお(現代の欠損は濃く黒で潰している。

7.挿図の一部に国土地理院地形図「高松南部」(1/25,000)を 使用した。
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第 1章 調査の経過

第 1節 埋 蔵文化財調査事 業 の経過

空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調査事業は、香川県土地開発公社と香川県教育委員会の間での調

査委託契約と、香川県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財調査センターの間での再委託契約によっ

て、平成 2～ 9年度の期間で162,965ぽ の面積の発掘調査を実施し、平成 6年度からは出土品の整理と

報告書刊行を継続して実施している。

これまでの事業の進捗と内容については、平成15年度までに刊行された6冊の本報告書シリーズ以外

に、関連する事業に伴う2冊の報告書と発掘調査年度ごとに刊行された5冊の概要報告書で詳細を報告

している。

平成15年度には、D地区、|

の事業が完了したことになり、

H地区、 L地区についての出土品の整理が終了したことから、153,132ぽ

残りはB地区 (9,833ぽ )のみとなった。

第 1図 遺跡位置図
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本書に収録したD地区は、遺跡の中央部からやや東方寄りに位置し、基盤整備事業地 (県道成合六条

線用地として供用中)の Ⅱ-2区、Ⅱ-3区 と、民間分譲地 (高温高圧流体技術研究所用地として供用
中)の Ⅱ-19～ 22区が含まれる。前者は平成 3年度に、後者は平成 5年度にいずれも工事請負方式によ

つて発掘調査が実施された。

第 2節 整理作業の経過

D地区の出土品の整理は、平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日 の期間で、調査員 1名、整理員 1名、

整理補助員 1名、整理作業員 4名の体制で実施した。

作業は、出土品の大部分を占める弥生土器と陶磁器の資料化を中心として、概ね接合、報告資料の抽

出と図化、遺構及び出土品の実測図面の浄書、原稿執筆、出土品写真撮影、編集、収納、台帳整備の順

序で進行した。

報告書に実測図面及び写真を掲載した出土品の総数は1,866点 で、内訳は土器・陶磁器類1,648点 、瓦

31点、石器 。石製品93点、金属製品88点、木製品 4点、焼± 2点である。

第 1表 地区別面積 。出土品整理年度・報告書名一覧表

地区名 面積 (ぽ ) 出土品整理年度 報告書名

A 12,200 平成12年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 5冊
B 9,833 未整理 未報告

C 11,890 平成6・ 7年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊
D 12,567 平成15年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 7冊
E 14,599 平成 8年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 2冊
F 27,836 平成10・ 11年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 4冊
G 13,280 平成13年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 6冊

H 19,375 平成15年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 8冊
20,205 平成 9年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 3冊
2,780 平成 8年度 四国工業技術研究所増築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

K 12,200 平成14年度 インテリシ
゛
ェントパ―ク整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

L 6,200 平成15年度 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 8冊

計 162,965
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第 2表 平成15年度整理組織一覧表

香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

(総 括 )

課   長

課 長 補 佐

北原  和禾U

森岡  修

(総務 。芸術文化グループ)

主   任   香川 浩章

主   査   須崎 陽子

主 任 主 事   八木 秀憲

(文化財グループ)

副 主 幹   大山 真充

主   任   片桐 孝浩

文化財専「1員   佐藤 竜馬

主 任 技 師   松本 和彦

(総 括 )

所   長

次   長

(総務係 )

副 主 幹

係   長

主   査

主 任 主 事

(調査係 )

主任文化財専門員

主任文化財専門員

整 理 員

整理補助員

整理作業員

整理作業員

整理作業員

整理作業員

中村  仁

渡部 明夫

野保 昌弘

多田 敏弘

塩崎かおり

田中 千晶

真鍋 昌宏

西岡 達哉

東條 俊子

長谷川郁子

久保真由美

渡辺 美穂

松下美抄穂

徳永 貴美
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第 2章 調査の成果

第 1節 土層序について

空港跡地遺跡は、昭和19年に軍用飛行場として大規模な土地改変が行われたが、その後は旧高松空港

として土地利用がなされたために、旧地形が維持され、遺構の保存環境としては良好であつた。

しかしながら、高松平野に立地する弥生時代以降の遺跡の多くに共通するように、遺構面が浅い位置

で検出されたことから、上記の土地改変以前から土砂の堆積が少ない自然条件下にあったり、早くから

人為的な開墾が繰り返されたりしたことが想像され、表土直下において検出された遺構には、上部が
・
rin

失したものが多く含まれることが推測できる。

D地区についても、Ⅱ-19、 Ⅱ-20区の遺物包含層の下位遺構以外は、上記の土地改変時の造成土あ

るいはそれ以前の農地に伴う耕作土の直下に存在することから、旧状が完全に保存された遺構はほとん

ど存在しないと考えられる。

基本的な土層序は以下の 3種類にまとめることができる。

第 1層 :表土層。昭和19年の土地改変時の造成土とそれ以前の農地に伴う耕作土。一部は昭和19年以降

の旧高松空港建設時の造成土

第 2層 :遺物包含層。褐色あるいは灰色系の砂質土 (Ⅱ -19、 20区 に堆積する弥生時代後期から室町時

代にかけての遺物を包蔵する土層序 )

第 3層 :弥生時代後期以降の遺構の基盤土。粘性のある黄色あるいは灰色系の砂質土か砂礫

第 2節 遺構と遺物

検出された遺構は、主に弥生時代後期、平安時代終末期、鎌倉時代、室町時代、江戸時代中
。後期の

6時期に区分することができる。

報告に際しての留意点は、以下のとおりである。

・遺構略号には、「D地区」にもとづく「d」 を併記した

。遺構略号は、種類別の古い所属時期順に「00」 あるいは「01」 からの通し番号とした

。掘立柱建物跡を構成する柱穴跡の遺構略号は、「S」 を削除して、遺構ごとに「Pl」 からの通し番号と

した

。遺構の平面形態、規模、方向性については、所属時期及び種類別に一覧表にまとめ、解説文との重複

を避けた

。弥生土器の各器種の名称については、「壺形土器」は「壺」、「甕形土器」は「甕」のように、「形土器」

を省略した

。当該遺構が、下位の遺構を壊して構築されたか、あるいは下位の遺物包含層を掘削して構築されたと

きに混入した、本来当該遺構に伴わない遺物については、当該遺構の解説の文末で報告した

。各遺構からの出土品については、遺構ごとに内訳を一覧表にまとめることで報告を簡略化するととも

に、実測図を掲載したものについても、本文末の一覧表の記載と重複する内容についての解説は省略

した
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1 弥生時代の遺構

(1)主要遺構の検出状況

Ⅱ-19、 Ⅱ-20区 と、Ⅱ-22区 の北部を中心に検

出された。前者では、各区画のほぼ中央部を東西方

向に貫く溝状遺構 (SDd00)が存在し、その流路に

近接して掘立柱建物跡、土坑、溝状遺構が検出され

ている。これは、Ⅱ-18区のSHf01が同遺構の南岸

に近接して立地する状態と酷似しており、当該時期

の遺構がSDd00を 中心として形成されたことを示唆

するものである。

後者では、55基の柱穴跡が集中する箇所に竪穴住

居跡が存在した可能性があり、その周囲に土坑と溝

状遺構が散在する状態が認められる。

(2)掘立柱建物跡
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[遺構]Ⅱ -19区のほぼ中央部に所在する。SDd00の   第22図 掘立柱建物跡遺構実測図 1(SBd01)
流路が東西から南北方向へ屈曲する箇所の北岸に近

接して建築されている。建物の梁行は、SDd00の流路方向に平行する。

(3)土 坑

(DSKd01

[遺構]Ⅱ -22区のほぼ中央部に所在し、遺構の南半部が削り取られている。所在地が、SPdo3～ 57に よ

って想定される竪穴住居跡の範囲から約4mの至近距離であることから、貯蔵穴等の住居の付帯施設と

考えられる。

[遺物]1は石器製作時に発生した剥片か既製品の破損部分の長側縁部を刃部に加工したものである。

に)SKd02

[遺構]Ⅱ -22区の中央部から南西寄りに所在する。西半部の壁面が不整な平面形態である。周囲には、

関連する遺構が存在しない。

()SKd03

[遺構]Ⅱ -19区の北西部に所在する。遺構の西半部は、調査対象地外に埋没している。周囲には、関連

する遺構が存在しない。

遺構の内部からは、原形に復元することが可能な弥生土器が破損した状態で見つかったことから、遺

構が埋め戻される際に投棄されたことが考えられる。このような事例は、井戸跡等に見られるが、本遺

構については、底までが浅く、湧水層に達していないことから、井戸跡ではない。しかしながら、完形

品を投棄する行為には、祭祀的な意義があるものと思われる。

[遺物]3は直線的に外反する頸部と水平気味に開く長い口縁部が特徴である。さらに、日縁部は上端部

が摘み上げられて、端部の断面が三角形に整形されており、広くなった端面には 2本の凹線文が施され

ている。 4は器高に比べて体部の最大径が大きく、最大径が肩部から下がった位置にあるため、球形気

味の形態である。 6は「く」字形の短い口縁部と球形の体部に特徴がある器壁が薄い器形である。 8,
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9の口縁部は水平気味に屈曲して、上端部が摘み上げられた形態である。この形態は14、 16～ 18につい

ても同様である。また、体部は最大径が上部にあるために肩が張る形態となっている。11は体部の最大

径に比べて器高が高いために、細長い印象を与える器形である。底部は平底だけであり、底面が不明瞭

な器形 (24、 27～ 29)と 突出気味で明瞭な器形 (25、 26)が見られる。31は皿形の粗製品である。32は

小型品であるが、精巧なつくりである。

C)SKd04

[遺構]Ⅱ -19区の中央部から北寄りに所在する。底面の西壁面寄りの位置から、保存状態が良好な弥生

土器が出土している。

SBd01か ら約 6mの至近距離にあることから、貯蔵穴等の付帯施設の可能性がある。

[遺物]33の体部は最大径が上部にあるために肩が張った形態である。35は筒状の脚部と逆「八」字形の

脚端部があつたと考えられる器形である。高杯の脚端部 (36、 37)は肥厚されて凹線文が施されている。

⑤SKd05、 SKd06、  SKd07

[遺構]こ れらは、Ⅱ-19区の南部の中央寄りに集中して所在する。当該地域は、sHfolか ら約15mの距

離にあることから、同一の居住範囲内に存在しながら、日常の居住域からは分離された空間であったと

考えられる。

()SKd08

[遺構]Ⅱ -18区の北部の中央部から東寄りに所在する。上記の 3遺構から約10m離れているが、やはり

同一居住範囲内で、居住域から分離された場所に所在している。

[遺物]44は 口縁端部が水平方向に肥厚された器形で、日縁部と杯部の接合部が外方向に突出する形態で

ある。

(4)溝状遺構

(DSDd00

[遺構]Ⅱ -19区 とⅡ-20区に所在する。後者の地区では、平面形態がほぼ直線的であるが、前者の中央

部において急角度で屈曲する。この屈曲箇所には、特別な施設が認められないことから、その原因は不

明である。

また流路の幅は、後者の地区の東部ほど小さくなっているが、全体的にはほぼ均等である。このこと

から、ほとんど流路の位置が変化していないことがわかる。これは、埋土が遺構の上位の包含層の一部

を形成している点から、氾濫した水流は遺構外へ流出し、遺構の岸部を削り取ることがなかったためと

考えられる。

[遺物]46の 口縁部は短く外反して、端部が上下に肥厚されている。端面には凹線文が施されている。日

縁部から頸部にかけての変化点が不明瞭な器形である。49は直立する頸部が特徴で、日縁部は緩 く外反

する形態が考えられる。50～ 55、 66、 67は 口縁部の開きが小さい器形で、端部が肥厚されている点が特

徴的である。端面に凹線文が施されているものが含まれる。底部には底面が突出するもの (57、 58)が

見られる。63は 口縁部が水平気味に広く開口する形態である。甕の大部分は、日縁部が「く」字形に屈

曲する器形 (77、 78、 82～ 102、 113、 114、 116～ 127)が占めており、これらは口縁端部力湖巴厚されて、

端面に凹線文が施される形態である。その他の器形としては、日縁部が直線的な形態のもの (81)や口

縁端上部が摘み上げられた形態のもの (137、 139～ 143)等が存在する。甕の底部は完全な平底の形態

である (151～ 153)。 158、 159、 166、 168、 172の 回縁部は水平方向に肥厚されて、端部に広い平面が成

-38-



E
Ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｃ
■
Ｏ
Ｎ
．Φ
【

∩

―
―

Ｃ
Ｆ
Ｏ
ヾ
．〇
【

エ
ミ
ヽ
Ｊ
寒
雪
　
∞

エ
ヘ
ヽ
Ｊ
駆
枢
嘱
　
Ｎ

４
ミ
ヽ
Ｊ
鯉
終
雪
　
【

∞

Ｎ

‐
‐

Ｅ
ｏ
Ｏ
．Φ
【

引
紅
全
Ｊ
Ｋ
雪

引
楓
台
Ｊ
躯
終
ヽ

「
凱
全
Ｊ
璽
ボ

４
ミ

′、
Ｊ
駆
寒
ヽ

ニ
ミ
ヽ
Ｊ
寧
ヽ

―
―

＞

＝
紅
粟
Ｊ
寧
終
ヽ

ニ
ミ
ヽ
Ｊ
韓
終
雪

全
黒
Ｊ
畔
К
ヽ

合
緊
Ｊ
螺
Ｋ
ヽ

全
軍
′
エ
ミ
ヽ
Ｊ
К
雪

＝
翠
Ｊ
К
畔
雪

エ
ミ
ヽ
紅
粟
Ｊ
鯉
畔
留

引
肛
牌
Ｊ
躯
撫
部

引
肛
禦
Ｊ
螺
終
ヽ

「
肛
撃
Ｊ
鯉
終
雷

引
楓
翠

い
う
嘔
全
Ｊ
畔
雪

＝
業
Ｊ
畔
曽

＝
楓
全
Ｊ
鯉
終
雪

＝
蝋
禦
Ｊ
畔
蘇
雪

∞09=斜 曽
=

“

―

―

口
Ｆ
０
０
．Φ
Ｈ

（Ю
【０
∩
∽
一一
∞
【
′
寸
Ｈ
Ｏ
∩

∽

一一
Ｎ
】

エ
ミ
ヽ
Ｊ
鯉
ヽ
　
Ｎ

４
ミ
ヽ
Ｊ
鰹
終
雪
　
【

Ｎ
訴
馴
【　
　
　
　
　
　
―
≧

′∞
Ｈ
Ｏ
∩
∽
¨
Ｈ
【
１

０
　
′∞
【
０
∩
∽

　̈
∞
　
′ｏ
Ｈ
っ
∩
∽

　̈
卜
　
′
Ｈ
Ｈ
Ｏ
∩
∽
¨

Ｈ
図
薫
駅
陣
歯
Ｌ
幽
引
撻
躙
≦
撻
　
図
８
態

ニ
ミ
ヽ
Ｊ
鯉
雪
　
【

〓

＞

―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
つ

Ｃ
■
Ｏ
Ю
．Φ
【

〇

ｏ
　
≦
ｏ
一
∩
∽
一
Ю
　
′ｏ
０
０
∩
∽

　̈
寸
Ｉ

Ｈ
）

ニ
ミ
ヽ
Ｊ
寧
寒
雲

　
【

∞

，

許
副
［　
　
　
　
ｌ
ｏ

〓●■
０
０
．Φ
［

許
馴
【　
　
　
　
　
　
　
―
∽

０
詐
８
【　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
α

ピ
ー
ノ
ー

シ
ヨ
【　
　
　
　
　
　
Σ

全
嚢
卿
Ｊ
螺
寒
雷
　

【

め
，

【

ま
副
【　
　
　
Ｉ
Ｈ

４
ミ
ヽ
コ
駆
寒
雪
　
Ｈ

-39-



X  5
∠≡≡旱三≡≡≡≡≡≡≡三二:]~~~~~・ =====可7=fゝ

48

1

~―
■三二≡
==三
二≡≡≡≡
 63

[黎
ぞ
石 廻
琴
菟 菱
〒 万
鷲 371

η

_fムL

フ
5

76

第27図 溝状遺構遺物実測図 1 (45～ 79:SDd00)

-40-



5

88

1∞

1∞

ψ       l∝

X18    1Ю ♀……ッ

〔≡
言言
≡≡≡雪三二≡≡≡≡≡≡≡≡

言
「三三三正三三〒II三三三テ「『

;1ゝ93

∠二
;二

三二II三二三二三二二::「≡≡≡≡≡≡'I≡≡≡≡テ
77fゝ 94

∫  781∞
m   12      13

スlM＼
[、だ/冥攣耳i

閉      lλ

1″      8

第28図  溝状遺構造物実測図 2 (80～ 128:SDd00)

遅≡詈言≡≡≡≡≡≡≡≡干≡≡≡F雇≡≡≡7雇≧3 96

-41-



軍 子

「

言
く

x134

1"  く

濃【 14

1“

~148

149

154

k」 國 /151

ぃ tl夕 1"

1"

罠`「
::「::[二言::〒
「
三二三二三言言

]「

三三三三三三三:「I三三三三三
:,ラ
2'フi58

1∞

第29図 溝状遺構遺物実測図 3 (129～ 165:SDd00)

-42-



:ス

〒====寸~~=~Z66

67

く
く
:ii::::::::「

:::::::::「 :::::]:::::::F::::::::i:::::「Fi774171

鶉
1“

72

1"

lЮ

I0cm

培鮪
Hは

第30図 溝状遺構遺物実測図 4 (166～ 184:SDd00)

-43-



(185は 5cm)

第31図 溝状遺構遺物実測図 5 (185～ 194:SDd00)
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形されている。158の 口縁部と杯部の接合部は外方向に突出している。大部分の高杯の脚端部は広い端

面が成形されている。173の底面中心部には焼成後の穿孔がある。176は原形が大型の槍状の器形であつ

たものを、先端部を切断した後で、基部を整形することにより再利用したものである。177は長側縁部

を刃部とした器形である。178は長軸方向の端部に決 りが施されている。184はサヌカイトを原材料とし

た打製石庖丁と同様に、側縁部に細かい調整剥離が施され、長軸方向の両側の端部には扶りが成形され

ている。185は広い面の中央部を中心とする範囲に研磨による滑らかな窪みが観察できる。

186～ 194は、調査途上で出土位置の特定が困難になった資料であるが、出土位置として最も妥当と考

えられる遺構として、本遺構中で報告することにしたものである。

()SDd01

[遺構]Ⅱ -22区のほぼ中央部から南西隅部にかけて所在する。SPd03～ 57に よつて想定される、竪穴住

居跡の東方約 lmにある遺構である。流路は、一部が分断された状態を示すが、ほぼ直線的な平面形態

である。

③SDd02、 SDd03、 SDd04

[遺構]Ⅱ -22区のほぼ中央部に所在する。各遺構ともにSDd01の 流路の方向に合致することから、旧状

では、 4遺構が同一の流路を形成していた可能性がある。

(DSDd05

[遺構]Ⅱ -19区の北西隅部に所在する。所在地と流路の方向から、SDd01の延長部に相当する。

[遺物]195は無茎凹基式の形態である。

()SDd06

[遺構]Ⅱ -19区の中央部から西寄りに所在する。SBd01の西方約 lmの距離にあるが、本遺構の流路の

方向とSBd01の桁行の方向が合致しないことから、直接的な関連性はない。

()SDd07

[遺構]Ⅱ -19区の中央部から北東寄りに所在する。SBd01の東方約0。4mの距離にあるが、流路がSBd01

の南東隅の柱穴跡と交差する方向性を示すことから、併存したとは考えられない。

《)SDd08

[遺構]Ⅱ -19区のほぼ中央部に所在する。SDd00から分岐した平面形態を示しているが、両者の深さが

全 く異なることと、本遺構が不定形な平面形態を示していることから、SDd00の 氾濫に伴い一時的に自

然発生した遺構である。

[遺物]196の 口縁部は短く外反する形態で、端部のナデが弱いために肥厚の度合いが低い。

()SDd09

[遺構]Ⅱ -19区の中央部からやや南西寄りに所在する。流路の位置と方向がSDd06に似ることから、同

一遺構の可能性が高い。

[遺物]197は 直線的に外反する頸部と短い口縁部が特徴である。日縁端部には強いナデが施されており、

下方向への肥厚の度合いが高い器形となっている。

⑨SDd10、 SDdll

[遺構]Ⅱ -19区の南西隅部に所在する。北端部を頂点として、 2方向に分割される流路に対して、異な

る遺構名称を与えた。いずれの遺構もsDd00の分流である。

[遺物]199は精巧なつくりである。
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《CSDd12

[遺構]Ⅱ -19区の南部のほぼ中央部に所在する。Ⅱ-18区で延長部が検出されている。SDd00から分岐

した状態を示すことから、同遺構に流入あるいは同遺構から流出した流路である。合流部には、特別な

施設は認められない。

[遺物]200、 201は 口縁端部に強いナデが施されたために、端面が凹面化するとともに、上下端部が突出

した形態となっている。

⑪SDd13

[遺構]Ⅱ -19区の中央部からやや南寄りに所在する。東向きに円弧を描 く、半月形の平面形態で、遺構

の幅が均等でない点が特徴である。円弧の中心にSPd62があることから、 1本の柱状遺構の周囲に巡ら

されていた遺構の可能性がある。

⑫SDd14

[遺構]Ⅱ -19区の中央部からやや東寄りに所在する。西向きに円弧を描 く平面形態で、SDd00の屈曲部

の東方で同遺構に合流する。

《)SDd15

[遺構]Ⅱ -19区の南部の中央部からやや西寄りに所在する。SDd12と 完全に平行した方向性を示すこと

から、併存したことがわかる。両者の間隔は約 2mである。この間隔が何を目的として維持されたかに

ついては実証する資料がない。

[遺物]203、 204は口縁端部が上下に肥厚された器形である。207、 208は柳葉形の器形である。209は横

方向の張り出しが弱いが、有茎凸基式に分類できる。210～212は長側縁部に決りが施されている。212

は石庖丁としての機能がなくなった後は、楔形石器として利用された可能性が高い。

(5)柱穴跡 (第32図 )

[遺構]当該時期の遺構は62基が検出されている。これらのうち、SPd03～ 57が上記のとおりⅡ-22区の

北部の中央部に円形に集中することから、床面以上の部分を削り取られた竪穴住居跡の残骸と推測でき

る。ただし、各遺構の規模に大差がなく、配列に規則性がないため、炉跡や主柱穴跡等の特定はできな

い 。

上記以外の遺構は、Ⅱ-3区 とⅡ-19区に散在し、相互の関連性や規則性がない。

[遺物]口縁端部が肥厚された壺 (214)や甕 (216)、 口縁端部の上面に広い平面が成形された高杯 (219)、

脚端部が肥厚された高杯 (217、 218)等から検出された遺構と同じ時期に所属することがわかる。

2 弥生時代の遺物包含層 (第33図 )

Ⅱ-19、 20区のSDd00の埋没位置を中心として、東西約80m、 南北約20mの範囲に分布していた弥生

時代後期から室町時代までの遺物を包蔵する堆積層である。その成因としては、SDd00の埋没後におい

ても長期にわたつて、当該位置が窪地状の低地であつたことが考えられる。

日縁端部が肥厚された壺と甕 (220、 221、 223、 224、 226、 227)が多く含まれている。231は器壁が

厚い粗製の小型品である。
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第33図  遺物包含層遺物実測図 1

圃 劉

3 平安時代から室町時代の遺構

(1)主要遺構の検出状況

全区画において遺構が検出されたが、とりわけⅡ-3区東半部からⅡ-2区全体にかけての地域、Ⅱ
-19区 の全域、Ⅱ-20区東半地域の3地域に集中する状態が認められる。

当該時期の遺構の特徴は、掘立柱建物跡と溝状遺構の方向性が高松平野に現存する条里区画 (以下

「条里区画」と略する)の方向性に合致することである。なかでもⅡ-19区では、南北方向の遺構間の

距離が均等な溝状遺構が検出されており、農地の形態が復元できる良好な資料となっている。

(2)掘立柱建物跡

GDSBd02

[遺構]Ⅱ -22区のほぼ中央部に所在する。南側の桁行の西端から2基目の柱穴跡が、後世に削り取られ

ているが、柱穴跡は整然とした配列である。

梁間が桁間の約 2倍の長さがあることから、出入回は桁行の柱間にあったと考えられる。

C)SBd03

[遺構]Ⅱ -21区の北部の中央部からやや西寄りに所在する。北側桁行の東端の柱穴跡が、後世に削り取

られているが、柱穴跡は整然とした配列である。

SBd02と 同様に、梁間が桁間の約 2倍の長さがある。

()SBd04

[遺構 ]Ⅱ -21区 の中央部からやや西寄 りに所在する。西側梁行の南側の柱穴跡が、内側に入 り込んでい

ることから、南西隅部の角度が鈍角であるために、全体の平面形態は不整な長方形である。

梁行は、東側が 2間であるのに対して、西側が 1間である原因には、東側に出入国があったことが考

えられる。

[遺物]柱穴跡内に混入した弥生土器を報告した。

(DSBd05

[遺構]Ⅱ -19区の中央部から東寄りに所在する。南北の桁行には、建物本体の壁面に完全に平行するよ

うに、ひさしが付設されている。

建物本体の柱穴跡のうちの 5基の遺構とひさしの 1遺構について、遺構ごとに2基の遺構が重複する

点については、建て替えや掘り直しが原因として考えられるが、他の10基については、遺構が重複した

状態が認められないことから、建築前の掘り直しと考えることが妥当である。

[遺物]239の高台部は精巧なつくりで、下端部が外方向へ張り出している点が特徴である。241～ 244は
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和泉型である。246は十瓶山窯産であるが、古い時期のものが混入したものと考えられる。内外面に再

利用された痕跡は認められない。

()SBd06

[遺構]Ⅱ -19区の北部の中央部に所在する。

東端から2列 目の梁行は、中心に柱穴跡があることから、建物の東端に1間 ×1間の区切られた空間

が南北 2箇所に設けられていたことがわかる。あるいは、これらの 2空間をまとめて高床構造としてい

た可能性もある。

桁行のうち、南側の柱穴跡が 1基少ない点については、同側の桁行には出入口が存在しなかったため

である。
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(3)井戸跡

GDSEd01

[遺構]Ⅱ -3区の北部の中央部から東寄りに所在する。後世の土地改変によって、遺構の上部の北半部
が削り取られている。

ほりかたの壁面は、垂直気味の急角度で傾斜する。

井側は、下位に大人のこぶしよりも大きい花商岩や安山岩の自然石を、上位に大人の頭程度の大きさ

の自然石を積み上げて構築されている。石材の積み方は、表面に平坦面を向けるような工夫が見られる

が、全体としては乱雑な印象がある。ほりかたが狭いために、井側の裏込めは施されていない。

最下部には、曲物桶の底板をはずしたものを水溜めとして利用しており、常時桶の中位程度まで水面

が上ってきている。

井戸の内部からは、埋め戻しの際の祭祀に使用された道具や竹筒等は出土していない。

遺構の周囲には、覆屋等の関連する遺構は存在しない。

[遺物]皿 (247、 248)は底面にヘラ切りの痕跡がそのまま残るが、杯 (250、 252、 253)は ヘラ切りさ

れた後にナデが施されて、その痕跡が消されていることがわかる。256の鍔部は精巧なつくりである。

262は平面形態が完全な円形である上に厚さが一定していることから、蓋様の使途が考えられるが、つ

まみ等の突起物が付着していた痕跡がない。263は内面に縦及び右下がり方向のケビキが観察できる。

なお本資料は、発掘調査時には桶 1個体分が残存していたが、取り上げに失敗したために全体の報告が

できなかった。

(4)土 坑

①SKd10

[遺構]Ⅱ -2区の東部の北寄りに所在する。ほりかたが垂直気味で、底面が平坦である上に、整然とし
た平面形態であることから、土坑墓様の施設の可能性があるが、底面には棺台等の施設は存在しない。

②SKd12、 SKd13

[遺構]Ⅱ -22区の北部の中央部からやや西寄 りに所在する。両遺構の間隔は約0.8mで、形態と規模が

共通することから、同一の目的で構築されたことが考えられる。

③SKd14、 SKd15

[遺構]Ⅱ -19区の北部の中央部に所在する。両遺構は約1.8mの至近距離にあるが、平面形態と規模が

大きく異なることから、異なる目的で構築されたことが考えられる。

④SKd16

[遺構]Ⅱ -20区の東部の中央部に所在する。SBd09、 SDd72、 SDd73に よって遺構の北及び南壁面の一

部が破壊されている。平面規模が大きいのに対 して、底面までの深さが浅いことと、各壁面の形態が湾

曲の多い不整形であることから、自然地形の可能性もある。

()SKd17

[遺構 ]Ⅱ -20区の北西隅部に所在する。整然とした平面形態であるが、周囲に関連する遺構がないため

に、使途は明らかでない。

[遺物]掲載横断面の上 。左・右面が砥面として利用されており、破断面が使用されていないことから破

損後は再利用されなかったことがわかる。

⑥SKd18
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[遺構]Ⅱ -20区の中央部から南寄りに所在する。遺構の北半部が整然とした平面形態であるのに対して、

南半部は極端に幅が狭 くなった不整な形態である。

⑦SKd19、 SKd20、  SKd21

[遺構]Ⅱ -20区の東部の中央部に所在する。これらは、至近距離に存在し、平面形態と規模が共通する

ことから、同一の目的によって設けられたと考えられるが、sDd42と の重複関係から、遺構番号の昇順

に新しい時期の所属となることがわかる。

(5)溝状遺構

①SDd16

[遺構]Ⅱ -2区の北部の中央部からやや東寄りに所在する。直線的な平面形態で、条里区画の東西基軸
線の方向性に合致する。遺構の西端部は、後世の土地改変によって削り取られている。後述のSDd19の

延長部に相当する可能性がある。

[遺物]268は半球型の体部があったと想像される器形である。269は古墳時代に所属する出土品であるた

め、混入したものと考えられる。271は頸部が長い器形が復元できる。

②SDd18

[遺構]Ⅱ -2区の南部の中央部から西寄りに所在する。直線的な平面形態で、条里区画の東西基軸線の
方向性に合致する。遺構の東部は、後世の土地改変によって削り取られているため、延長部の形態や規

模等は明らかでない。西部については、sKd55に よって破壊されているが、同土坑の西方に延長部がな

いことから、同土坑のほりかたの範囲内で収束することが考えられる。

③SDd19

[遺構]Ⅱ -2区の東南隅部に所在する。直線的な平面形態で、条里区画の東西基軸線の方向性に合致す
る。東端部では 1本の流路であるが、同部から約 9mの位置で 2本の流路に分かれる。

(DSDd20

[遺構]Ⅱ -2区の東南隅部に所在する。「へ」字形に屈曲する平面形態で、条里区画の東西基軸線の方向
性に合致し、東西方向の流路部分は、SDd19に平行した方向性を示す。本遺構の屈曲点は、現在遺跡周

辺で認められる土地区画の東西及び南北の基軸線の交点に合致している。

()SDd21

[遺構]Ⅱ -21区の中央部からやや西寄りに所在する。直線的な平面形態で、条里区画の東西基軸線の方

向性に合致する。周辺には、当該遺構と共存した遺構は認められないが、当該地区において、最初に条

里の方向に開削された遺構である。

⑥SDd22、 SDd26、 SDd36、 SDd37

[遺構]Ⅱ -19区の東部に所在 し、条里区画の南北基軸線の方向性に合致する。sDd22に ついては小規模

で、他の遺構との直接的な接点がないために簡易な水路と考えられるが、sDd26は SDd25と SDd27を、

SDd36は SDd31と SDd32を連結し、SDd37は SDd32と交わることから、基幹水路であるとともに、土地区

画の基軸としての役割を担っていたことが推察できる。

SDd26と SDd36の 間隔は約16mで、両者の間に並列する溝状遺構が存在 しないことから、当該時期に

おける東西方向の土地区画の単位は上記の距離に相当したことが考えられる。

⑦SDd23、 SDd24

[遺構]Ⅱ -19区の北東隅部に所在し、両遺構が直角に交わる。sDd24は 直線的な平面形態で、条里区画
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の東西基軸線の方向性に合致する。

SDd24は 東西方向への遺構の断続的な延伸が見られるが、SDd23に ついては、延伸部の存在が認めら

れないことから、前者が基幹的な水路であるのに対して、後者は一時的で簡易な水路と考えられる。

[遺物]278は 混入物である。

③SDd25、 SDd27、 SDd31、 SDd32

[遺構]Ⅱ -19区 の東部に所在する。これらは直線的な平面形態で、相互に平行する関係にあり、条里区

画の東西基軸線の方向性に合致する。これらのうち、SDd27と SDd31は 同一の遺構である可能性が高い。

上記のSDd24を 含めた4遺構は、相互の間隔が約 5～ 6mで統一されている上に、それぞれの規模が

均等なことから、土地を正確に区分するために開削されたことがわかる。また、この距離については当

該時期の南北方向の土地区画の単位と考えられる。

[遺物]281の外面の格子タタキメは底部に近いために、方向が一定していない。283、 284は混入物であ

る。

()SDd28

[遺構]Ⅱ -19区の東部の中央部に所在する。Ⅱ-19区東端部で流路が 2方向に分岐し、延伸部はⅡ-20

区に存在しない。流路の北岸の一部が、北方へ約 2mの長さで直角に分岐しているが、北方へ向かって

底面が浅くなることから、長距離にわたつて通水したとは考えられない。

本遺構は、蛇行した平面形態であり、条里区画の方向性と異なることから、局所的な遺構で、土地区

画との関連がなかったことがわかる。

[遺物]掲載したものはすべて混入物である。

《DSDd29

[遺構]Ⅱ -19区の東部に所在し、Ⅱ-18区からほぼ直線的に連続した平面形態を示すが、Ⅱ-22区 には

延伸部が存在しない。当該地区内では、規模は均一に保たれている。遺構と条里区画との方向には、約

15° の違いがある。

OSDd30

[遺構 ]Ⅱ -19区の中央部から東寄 りに所在 し、遺構の北端部がSDd27に よつて削 り取られている。流路

の方向性は条里区画と異なり、南北方向の延伸部が存在 しないことから、局所的に偶発 した遺構と考え
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淡灰色砂質±   7
(地山のプロック多量に含む)
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第41図 溝状遺構遺物実測図 7
(267～ 272:SDd16、 273～ 277:SDd28、 278:SDd23、 279～ 283:SDd31、 284:SDd32、 285:SDd34、 286～290:SDd41)

られる。

⑫SDd33、 SDd34、 SDd35

[遺構]Ⅱ -19区の東部に所在する。各遺構は分離した状態で検出されているが、規模と方向性から原形

は同一の流路であったと考えられる。方向性はSDd28と合致し、平面形態はやや南方に向かって円弧を

描 く状態を示している。本遺構とSDd28は 、条里区画が完成する以前の流路の形態を示すものである。

[遺物]285は混入物である。

低DSDd38

[遺構]Ⅱ -19区の中央部の南部に所在する。平面形態は逆 L字形を示す。主軸は条里区画の南北軸に合

致し、分岐した北端部は同区画の東西軸に合致した方向性を示す。

南北及び東西の流路によって囲まれた空間には、関連する遺構が存在しない。

⑭SDd39、 SDd40、 SDd41、 SDd42

[遺構]Ⅱ -20区の東端部に所在する。条里区画の南北方向の基軸に合致した方向性を示し、同基軸線に

接近した位置関係を示す。各遺構は分離した配置にあるが、原形は同一遺構か同一流路の分岐したもの

であった可能性が高い。

[遺物]289は 肩部に明瞭な稜線がある薄い器形で、端部が短く水平気味に広がり、末端部が下方向に摘

み出されている。290の体部は肩の張りが弱く、最大径と口径が近似値を示す細長い形態が想像される。

(6)柱穴跡 (第43図 )

[遺構]当該時期の遺構は30基が検出されている。特にⅡ-2区 と19区に集中的に分布することから、復
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元できた掘立柱建物跡以外の居住施設が当該地区を中心に分布していたことがわかる。

[遺物]292、 293は高台部の接合箇所に同心円状の溝が掘られることで、同部が接着しやすくなるような

工夫が施されている。297は和泉型である。298は 国分寺楠井遺跡の製品で、3本の脚部がある器形であ

る。299の高台部は外方向に広く張り出す形態である。302、 303、 306～ 308、 310～ 312は短い口縁部が

直線的に開口する浅い器形であり、底面が突出気味な形態であるために縁辺部の稜線が明瞭な点が特徴

である。313の高台部の接地面は横方向に張り出した形態である。318は浅い盤状の器形である。319、

321は和泉型である。320は高台部が高い点が特徴である。324は口縁部から底部にかけて緩く湾曲する

器形である。326、 327は和泉型である。329の高台部は端部が外方向へ広く張り出した形態である。332

の原形は半球形の体部が想像される。
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第42図 柱穴跡遺物実測図 2
(291 :SPd63、 292:SPd64、 293:SPd65、 294:SPd66、 295:SPd68、 296:SPd69、 297:SPd70、 298:SPd71、

299:SPd72、  300:SPd73、  301 :SPd74、  302-314:SPd75、  315。 316:SPd76、  317:SPd77、 318:SPd78、

319-322:SPd79、 323・ 324:SPd82、  325・ 326:SPd83、  327:SPd85、 328:SPd86、 329:SPd87、

330・ 331 :SPd88、  332・ 333:SPd89、  334・ 335:SPd90)
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4 江戸時代以降の遺構

(1)主要遺構の検出状況

当該時期の遺構は、全区画にわたって濃密に

分布する。

掘立柱建物跡が少ない一方で、土坑の多さが

際立っており、検出数 (283基)は、全時代を

通じた同遺構数の90%を 占める。これらについ

ては、遺構の主軸が条里区画の方向性に合致す

るものが多いことや溝状遺構に併設するものが

多いこと等が特徴としてあげられる。

また、溝状遺構についても大部分が同様の方

向性を示す。

(2)掘立柱建物跡

屯DSBd07

[遺構]Ⅱ -21区の東南部に所在し、条里区画の

方向性に合致する。梁間と桁間が各 1間のため、

建物の内部には壁面が存在しないことから、倉

庫様の使途が考えられる。

[遺物]336は鍔部の先端部が斜め下方向へ向か

うように装着された器形で、原形は横長の体部

が想像される。

C)SBd08

[遺構]Ⅱ -20区の北東隅部に所在し、条里区画

の方向性に合致する。梁間と桁間が各 1間のた

め、建物の内部には壁面が存在しないことから、

倉庫様の使途が考えられる。

■ ノ

~~~―

一 ―

ヽ /~″

第43図 掘立柱建物跡遺構実測図 5
(1 :SBd07、  2 :sBd08)
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()SBd09

[遺構]Ⅱ -20区の東部において、sBdo8の南方約 6mの位置に所在し、条里区画の方向性に合致する。
北側の桁間と西側の梁間の柱間距離がほぼ均等であるのに対して、南側の桁行は柱穴跡が多いために、

柱間距離が半分に縮小している。

本遺構とSBd08は、相互の構造の差異と位置関係から、母屋と付属建物と考えられる。

[遺物]338は混入物である。

(3)柵 跡
①SAd01(第45図、図版20)

[遺構]Ⅱ -20区の東南部に所在し、条里区画の方向性に合致する。東端部の柱穴跡が、SBdo9の東側梁

行の延長線上にあることから、本遺構は同建物跡に付属するものと考えられる。すなわち、本遺構の所

在地までを居住範囲と認定することができる。
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(4)土 坑
総数283基の類似遺構が狭小な範囲

内に近接して存在することから、表現

の繰り返しを避けるために、位置関係

を基準に第 1～ 13群のグループ化を行

い、グループ単位での総括的な解説を

ト
336

0           10cm畿37 ml麟 3"
第45図 掘立柱建物跡遺物実測図 2
(336:SBd07、  337・ 338:SBd09)

行うことで報告の簡略化を図る。ただし、特色のある遺構については個別に報告する。

なお、グループ単位で報告した結果、報告順序が遺構名の昇順にならなかったため、挿図の掲載順序

と一致していない。挿図の掲載順序は遺構名の昇順である。

第 1群

Ⅱ-3区の西端部に所在し、SKd29。 30の 2基で形成される。平面形態が円形で小型の遺構群である。

周辺に関連する遺構が存在しないことや、立地と土地区画との関連が認められないことから、Ⅱ-19～

22区 に所在する集落跡との直接的な関係は見出せない。

GDSKd30

[遺構]遺構の西壁面に近い位置の埋土中に、自然石が集中する箇所が認められたが、底面から遊離して

いることから、遺構が埋め戻される際に投入されたものと考えられる。

第 2群

Ⅱ-3区の中央部に所在し、SKd22～ 24の 3基で形成される。第 1群 と同様に平面形態が円形で小型
の遺構群であり、周辺に関連する遺構が存在しないことや、立地と土地区画との関連が認められないこ

とから、Ⅱ-19～ 22区の集落跡との直接的な関係は見出せない。

に)SKd24

[遺物]339は端部が斜め下方向に折り曲げられた器形で、先端部が丸く整形されている。340は混入物で

ある。

第 3群

Ⅱ-3区の東部と、Ⅱ-22区の北東部に所在し、SKd25～ 28・ 31～ 43・ 76～ 94・ 97の 37基で形成され

る。SKd39・ 80・ 87以外は小型の不整形な遺構群である。これらはsDd49を 挟んで南北に分かれるが、

主体は同遺構よりも北部にあることから、集落の範囲外に所在することがわかる。

()SKd27

[遺構]埋土中から多量の自然石が検出されたが、それぞれの検出地点には高低差があることと、規則的

な平面配列にないことから、遺構が埋め戻される際に乱雑に投入されたものと考えられる。

[遺物]342は 筒型の体部があつたと考えられる器形で、上部に鍋や釜がのせ られて使われていたと思わ

れる。

(DSKd32

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態であることから、墓様の使途が想定されるが、埋

土中からは遺体だけでなく、棺材や釘等の付属品は出土していない。

C)SKd39

[遺物]352は佐藤竜馬氏の分類によると、17世紀～18世紀に所属するa型式 (以下「ほうろくa型式」

とする。 b、 c型式も同様)で、吊手用の穿孔は貫通している。353、 354は穿孔部が残存しないが、日
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縁部からやや下がつた位置が膨らんだ形態であることから、18世紀後半～明治時代に所属するほうろく

b型式と考えられる。

355は広い両面以外の破断面には使用痕がないため、破損後に再利用されていない。

()SKd80

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態であることから、墓様の使途が想定されたが、埋

土中には破損した陶磁器等が包蔵されていたことから、その可能性は低い。

[遺物]424、 425の高台部は内湾する形態である。426の高台部は端部が外方向へ「八」字形に張り出し

た形態である。429は長期間にわたつて使用されていたものか、混入物のいずれかが考えられる。431、

432は吊手用の穿孔が貫通しないほうろくb型式であり、体部の脹らみが小さい形態である。433は長側

縁部を刃部とした不定形な器形である。混入物である。

嘔)SKd82

[遺構]埋土が壁面沿いと遺構中心部で異なるため、初期には内部に桶状のものが埋設されていたと考え

られる。埋設物の崩壊後は、土砂と自然石が投入されて埋め戻されている。

[遺物]436の高台部は内湾する形態である。437、 438は器壁が厚い点が特徴である。439は吊手用の穿孔

が貫通したほうろくa型式である。440は体部が直立する器形が想像される。441は剥片の長側縁部が少

しだけ刃部として加工されている器形である。混入物である。

()SKd83

[遺物]443は底面の高台部の内側に沿つて、アルミナ砂が厚 く塗られていることがわかる。

⑨SKd84

[遺物]445、 446はほうろくb型式である。

αOSKd86

[遺物]447の高台部は内湾する形態である。449は逆「八」字形の短い口縁部が特徴で、頸部が不明瞭な

器形である。450は体部が直立する器形である。453はほうろくc型式で、外型成形である。

OSKd87

[遺構]規模は大 きいが、埋土が細か く分別できないことと、水平堆積 していることから、短時間内に埋

め戻されたことがわかる。

[遺物]457の高台部は逆「八」字形の形態である。458の高台部は端部が外方向に張り出した逆台形の形

態である。459は口縁端部が大きく外反する器形で、小型品ではあるが、深い体部が特徴である。460は

内面にハマロ跡が残存する。461は長側 4面がすべて使用されている。

(DSKd89

[遺物]462は体部に脹らみがあるために深い器形である。

《)SKd91

[遺物]463、 464は混入物である。464は須恵器の体部を加工した出土品で、縁辺部が研磨されている。

第 4群

Ⅱ-2区の西端部に所在し、SKd44・ 50～ 54の 6基で形成される。SKd44以外は柱穴跡程度の小型の

遺構である。Ⅱ-19～ 22区の集落跡との関連性は少ない。

低)SKd44

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態であることから、墓様の使途が想定されるが、埋
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土中からは遺体だけでなく、棺材や釘等の付属品は出土していない。

第 5群

Ⅱ-2区の中央部と、Ⅱ-21区の北東部に所在し、SKd55～ 58・ 143～ 146の 8基で形成される。柱穴
跡程度の規模の遺構とSKd143～ 146の ように不整なやや大型の遺構が混在する。sDd49の 北部に所在す

るため、Ⅱ-19～ 22区の集落跡との関連性は少ない。 1

《)SKd56

[遺物]395は 3箇所に脚部が存在する器形で、直線的な体部と内側へ肥厚された口縁部が特徴である。

αeSKd57

[遺物]397の頭部は軸部よりも幅が広い形態で、平坦に加工されている。

第 6群

Ⅱ-2区の東部に所在し、SKd45～ 49・ 59～ 64の 11基で形成される。大部分の遺構がSDd44に よって

形成された方形の空間の方向性を意識した配置がなされている。この空間については、Ⅱ-19～ 22区の

集落跡の北東方に所在したと考えられる別の集落跡の範囲内と考えられることから、当該遺構群は同集

落跡の南西隅部に位置するものである。

α)SKd45

[遺物]357は体部から口縁部までが直立する形態の浅い器形である。358は鍔部が装着された器形が想

像される。359は やや張り出された口縁部の外縁部に鍔部の機能が与えられていたものである。362、

365は混入物である。364は掲載図面左側に鋭利な原形部分が残存するが、全体の形状は不明である。

《)SKd46

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態であるとともに、棺材の固定に使用されていたと

考えられる釘が出土していることから、墓としての使途が想定されるが、長軸と短軸の長さがほぼ等し

いために、棺の平面形態は正方形に近い形態が考えられる。

[遺物]367～ 370は幅と厚みが近似することから、原形は同じ大きさであったと思われる。

()SKd48

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態であることから、墓様の使途が考えられたが、埋

土が上下に2層に分別され、時間をかけて埋め戻されていることと、埋土中に破損した陶磁器等が包蔵

されていることがわかったため、この想定は成立しない。

[遺物]371、 372は内面にハマロ跡が残存する。373は国縁部から体部にかけて直線的な形態の浅い器形

である。377の回縁部の粘土塊は容器を固定するためのものである。378は器壁が厚い大型品であり、日

用品の形状ではないことから装飾品や建物の付属品等の使途が想像される。379は天丼部以外の 5面が

貫通した形態である。382は 混入物である。383は破断面が再利用されていない。

CDSKd49

[遺物]388は ほうろくc型式で、明治時代に所属する。390～ 392は混入物である。

()SKd61

[遺構]底面に多量の自然石が残存していたが、規則的な平面配置を示していないことから、埋め戻しの

際に、最初の段階で遺構内へ投入されたことが考えられる。

(DSKd62

[遺物]400は 混入物である。
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C)SKd64

[遺物]401は 口縁部が肥厚された器形で、端部が外方向へ引き出されている。体部は筒型の形態が想像

される。402は歪んだ粗製品である。404～ 406は混入物である。

第 7群

Ⅱ-22区の北西部に所在し、SKd65～ 75。 95。 96の 13基で形成される。SKd71～ 74が整然とした平面

形態でやや大型である以外は、柱穴跡程度の小型の遺構群である。SDd49の南部に所在するが、規則的

な配列は認められない。

()SKd71

[遺構]整然とした平面形態であり、底面が平坦な形態である。埋土は壁面沿いと遺構中心部で異なり、

前者の箇所が初期に堆積していることがわかる。すなわち、後者には空隙があり、その空隙の周囲が先

行して埋め戻されたことがわかる。これは初期に遺構中心部に棺が埋葬され、その周囲に埋め戻し土が

充填されていたものが、棺の腐食により中心部に異なる土壌が堆積したことを示すものである。

C)SKd72

[遺物]414の体部は最大径が低い位置にある形態が考えられる。

C)SKd73

[遺構]壁面から底面にかけて同一の土壌が堆積しており、底面から遊離した中心部に異なる土壌と自然

石の集中が認められることから、遺構が埋め戻される過程で、中心部が水溜様に利用され、最終段階で

自然石が投入されることにより、完全に埋め戻されたことがわかる。

[遺物]416は円筒状の器形で、日縁端部が厚く整形されていることから、同部に容器や網を載せて使用

されていたと考えられる。417はほうろくc型式である。

()SKd74

[遺物]418、 419は混入物である。

第 8群

Ⅱ-22区の南西部と、Ⅱ-19区の北西部に所在し、SKd98～ 102・ 112～ 124・ 128・ 229～ 240・ 242の

32基で形成される。SKd128を 除くと、大部分の遺構の主軸は条里区画の東西
。南北軸の方向性に合致

している。Ⅱ-19～ 22区 の集落の範囲内において、中央部に居住遺構の所在箇所を想定するとその西側

縁辺部に該当することがわかる。

(DSKdl13

[遺物]498は 口縁部が肥厚されて、外方向へ屈曲されている。499には円形の穿孔があるが、使途は不明

である。

CDSKdl15

[遺物]500は体部の下位に最大径がある器形である。503は 口縁端部からやや内側に寄った部分を下方向

に折り曲げることで、容器本体へ固定されるようになっている。506は器壁が厚い器形である。507は

490、 491に類似した出土品である。508は半球状の器形が想像される。509は外型成形によるものであり、

ほうろくc型式である。510は下左図の下半分の欠損部分を復元すると、原形は右端に直線部分がある

馬蹄形の形態となる。したがつて、左側に把手があつたと考えるならば、十能に類似した出土品が想像

される。512に は刃部を柄に固定するための鉄製の輪が残存する。

CCSKd123
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[遺物]516の高台部は端部が尖って、逆「八」字形に開く形態である。519は底部に近い位置に最大径が

ある器形である。521は玉縁状の口縁部がある器壁の厚い器形である。522に は浮き文や刻印等の装飾が

ない。524～ 527、 529は外型成形のほうろくc型式である。531は穿孔が貫通しないほうろくb型式で、

528、 530に ついても同様と考えられる。533の左図は右側の焚き口部の右角部、右図は左側の焚き口部

の左角部である。534は左側の容器を載せる孔の左前面の上部である。

()SKd124

[遺物]539は鍔部の周辺から口縁部にかけては直立する形態で、同部から底部にかけては半球状の形態

となっている。540は鍔部から口縁部にかけて大きく内傾する形態で、吊手用の耳が左右に貼り付けら

れている。

()SKd128

[遺構]検出された土坑の中で、最大規模の遺構である。整然とした平面形態であり、底面も平坦に成形

されているが、内部に構築物等の痕跡は認められない。

埋土中には、各種の遺物が多量に包蔵されており、出土地点も一定しないことから、日用品の廃棄用

に開削されたものと考えられる。

[遺物]585の高台部はやや端部が外方向に開く形態である。586の高台部は直立する形態である。587は

器壁が厚い器形で、底面の中心部と高台部の接地部の高さが大差ない点が特徴である。588、 589は高台

部が内傾しており、体部から口縁部にかけて直線的な形態が想像される器形である。592～ 594は高台端

部が外方向に湾曲する器形で、体部に脹らみがあるために深い印象を与える。596、 597は浅い器形で、

小さい高台部が特徴である。598は型打成形によるものである、604については正面から見ると長方形あ

るいは正方形の器形が想像され、上面に穿孔が存在することが考えられる。605は内面に花弁状の装飾

がある。606、 608、 614は体部から高台端部まで変化点がない器形で、底面を高い位置に成形すること

により高台部を作り出している。610は直立する高い高台部がある器形である。615、 616の高台部は器

壁が厚い形態である。619は口縁部が外傾し、620は口縁部が内傾する器形である。腰錆碗の高台部 (619、

621)は逆台形の低い形態である。622、 623、 625は高台部が低い(浅い器形である。626の内面見込み

部には5弁の花文の印刻がある。631の 内面にある固定用の突起は長く直立する形態である。633の底面

の墨書は「□山町草田」の文字である。634は底径に比べて高さが低いために、俵形の形態である。635

は底面の縁辺部の稜線が明瞭な形態である。636の体部は高さが低い円筒形の形態であり、日縁部は蓋

が固定できる程度に小さく成形されている。630は筒状の体部が想像される。640の高台部は幅の広い長

方形の断面形態であるが、接地点は内側の稜線部だけである。641の高台部は端部が外方向へ張り出し

た逆台形状の形態である。642は体部の下部が脹らんだ形態であるために、深い器形が想像される。645

は器壁が厚い器形である。646の口縁部は玉縁状の形態である。657、 658は口縁部の上端部が平坦に成

形された器形である。659は器壁の薄い精巧な出土品である。661、 662は器壁の厚い器形で、落し蓋形

式である。663～ 666は混入物である。668、 669の体部は半球状の形態である。671は内部に空洞のある

三角錐状のものである。全体が損傷を受けていないため、他のものから脱落したとは考えられない。

672は高台部が内傾する形態である。674、 679は十能の把手である。676は左側の容器を載せる孔の左側

上面部分である。680、 681は短い口縁部が内傾する形態である。682に は表面に獣面のレリーフがある。

684、 686、 689～ 691は外型成形のほうろくc型式、685、 687、 688、 692～697は同b型式である。685、

697は穿孔が貫通していない。703は裏面に「林善右工門」、705は表面に「林善右工門」の刻印がある。
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706～ 716は混入物である。717は肥前系磁器皿に類似した形態の出土品である。718の上部に亀裂がある

のは、劣化によるものと考えられる。719は下端部が湾曲する形態で、上端部には柄の木質部が残存す

る。720～ 723は破断面に再利用された痕跡がないことから、破損後に廃棄されたことがわかる。

旧)SKd229

[遺構]底が除去された大甕 1固体が埋設されている。底面は湧水層に到達していないことから、井戸跡

ではない。大甕の内部は単一の土壌が充填されているが、内容物を特定できるものはない。

()SKd230

[遺構]平面形態が正確に正方形になるように開削されている。底面も平坦に成形されているために、箱

型の形態である。底面の中央部に認められる円形の窪地は、大甕が埋設されていたことを示唆するもの

である。

[遺物]905は体部の器壁に比べて、高台部の器壁が極端に薄い器形である。906の高台部は端部が内湾す

る形態である。内面見込み部にはコンニャク印判の図柄がある。907は体部と高台部の接点が段状に成

形された器形である。908～ 911は体部が直立した形態であるために、深い器形になっている。909、 911

の高台部は器壁が厚い形態で、端部が丸く整形されている。912は高台部が扁平な形態である。913の 口

縁部は水平方向に開口して、端部が上方に摘み上げられた形態である。914は器壁が厚い大型品である。

高台部は端部が外方向に張り出した逆台形の形態である。915の口縁部は端部が肥厚されて、蓋を固定

するために内側が突出するように整形されている。916は深い器形の大型品である。917の 回縁端部は縦

横両方向へ肥厚された形態である。上端部は蓋を載せるために内側へ傾斜する形態である。921は体部

が直立する器形が想像される。924は七厘に付属する五徳で、内面に容器を固定するための突起が残存

する。925、 926、 928は ほうろくc型式、927は 同 a型式である。930の表面には「林善」の刻印がある。

932は上端部から下端部までの厚さが均等な板状の出土品である。

(DSKd234

[遺構]大甕 1固体が埋設されている。大甕の内部には水平堆積した4種類の土壌が充填されているが、

内容物を特定できるものはない。

⑩SKd236、  SKd237、  SKd238

[遺構]こ れらは平面形態が整然とした長方形を示し、底面も平坦に成形されている。墓様の施設の可能

性があるが、遺体や棺の付属物は残存しない。

[遺物]934の体部はやや胴が張る直立した形態で、日縁部は逆台形状に肥厚されている。935は934に類

似した器形の一部分と考えられる。936、 937は ほうろくc型式である。

C)SKd239

[遺物]939の高台部は削り出し技法によって成形されており、底部と体部の境界に明瞭な稜線が形成さ

れている。940は器壁が厚い大型品である。

旧DSKd242

[遺物]941、 942は ほうろくc型式である。945の表面には「林善右工門」の刻印がある。

第 9群

Ⅱ-22区の南部からⅡ-19区 の北西部にかけて所在し、SKd125・ 241・ 243～ 261の 21基で形成される。

北部のSKd125と 西部のSKd243・ 244・ 250以外は、遺構の主軸が条里区画の東西
。南北軸の方向性に合

致している。特にSKd251・ 253～ 255。 258・ 260については各主軸が同一の直線上に並ぶことから、これ
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らの配列によって集落内の空間が東西に分割されていた可能性がある。

C)SKd125

[遺物]541の体部は球状の形態が想像される。器壁が厚い点が特徴である。

にOSKd246

[遺物]946は高台部が直立する器形である。947の内面見込み部にはハマロ跡が残存する。948の口縁部

は水平方向に折り曲げられて、端部が肥厚された形態である。949の高台部は外面が精巧に削り出され

たために、屈曲点が明瞭な形態になっている。しかしながら、内面の削り込みは浅いために、緩い凹状

の形態である。953は遺構が完全に埋没した時期の出土品である。955の 口縁部は肥厚されて、外面が外

方向に摘み出された形態である。956の回縁部は上端部に平坦面が成形されている。器壁が薄い点が特

徴である。957は回縁端部からやや内側に、容器に固定するための直線的な長い突起がある。上面の文

字は「寿」である。959の鍔部は先端部に小さい平坦面がある形態である。963は獣面をモチーフとした

把手で、吊手の装着孔で眼寓を表現している。965は ほうろくa型式である。

(DSKd247

[遺構]西部の底面に自然石が残存するが、個々の上面の高さを揃えたり、隙間なく敷き詰めたりした状

態が認められないことから、埋め戻しの際に投入されたものと考えられる。

[遺物]967は 口縁端部が明瞭な平面に成形された器形である。968は竃の上面で、左側の孔径が大きい。

《DSKd249

[遺物]969は器壁が厚い器形である。

∈)SKd250

[遺物]971は小日以外の4面に盤による加工痕が残存する。上面が窪んだ形態となっているため、樋あ

るいは礎石としての使途が想像される。

CDSKd252

[遺物]972は混入物である。握り易い形態であることから石器製作に使用されたハンマー、あるいは表

面が研磨されていることから磨製石器の製作途上で廃棄された材料と考えられる。

⑮SKd253、 SKd254

[遺構]両者は重複した位置関係にあり、主軸の方向が完全に一致することから、sKd254の代替として、

規模が拡大されたsKd253が開削されたことがわかる。

[遺物]973は 口縁部が直立する形態で、端部が平坦に成形されている。

にDSKd256

[遺物]974の 口縁端部は玉縁状に肥厚された形態である。日縁部に比べて体部の器壁が極端に薄い器形

である。975は さや鉢の転用品のため、全体の器壁が一定して厚い器形である。976の表面には「上林」

の刻印がある。977の基部には目釘孔が残存する。978は耳のある鍋のつるである。

に)SKd258

[遺物]980～ 984は混入物である。

にDSKd260

[遺構]規模が大きいが、北西隅部の壁面が変形している以外は、整然とした平面形態である。埋土中に

は破損した多量の陶磁器や瓦とともに、自然石が包蔵されていたことから、日常品の廃棄に使われてい

たことが考えられる。
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不要品の廃棄を目的とする遺構でありながら、企画性が認められる点については、本来の機能が別に

あったためと考えられるが、この点は不明である。

[遺物]985は 口縁部が大きく外反する器形である。986は器高が高い深い器形である。989は内面見込み

部が広い浅い器形である。990の高台部は端部が強くナデられたために広い凹面が形成されている。し

かしながら、接地部分は端面ではなく、稜線部分である。991の口縁部は肥厚されて、縦長の長方形の

形態を示す。994、 996～ 1000は ほうろくc型式である。1002、 1004～ 1007は全面が研磨された器形であ

る。

第10群

Ⅱ-22区の東部からⅡ-21区の西部にかけてと、Ⅱ-20区の北西部に所在し、SKd103～ 111・ 126・

127・ 129～ 142・ 153～ 171・ 181～ 185。 199～ 214・ 277～ 281・ 290。 291の 72基で形成される。SDd49に

近接 して立地することから、居住範囲の北部に位置する。SDd49に 対 して直交する溝状遺構 (SDd59・

61)の西岸に沿って配列されていることがわかる。

各遺構の形態には、整然としたものと不整形なものが共存するが、その違いが使途によるどうかは不

明である。

(DSKd103

[遺物]465は体部から口縁部にかけての傾斜が緩いために浅い器形である。

(CSKd105

[遺物]467はほうろくc型式であり、日縁部の屈曲が弱い器形である。468、 469は幅と厚さが近似する

ことから原形は同じ形状であつたことが考えられる。

(DSKd106

[遺物]470の高台部は逆「八」字形の低い形態である。

優DSKd108

[遺物]471の 高台部は直立し、472の高台部は逆「八」字形の形態である。473は体部に脹らみがある形

態で、底部と高台部の器壁が厚い点が特徴である。474は体部から高台部にかけての変化点が不明瞭な

器形である。479の器壁は厚い。480の原形は把手が装着されていたと考えられる。482は回縁端部が肥

厚されて平面が成形されていることから、同部に容器や網が載せられて使用されたことが考えられる。

484の鍔端部は鋭角的に整形されており、上方へ突出した形態となっている。485の左図が容器を載せる

上面の円孔部分、右図が前面の 2箇所にあったと想像される焚き口部の左右いずれかの外側の隅部であ

る。

CDSKdlll

[遺物1487の底部は蛇の日高台の形態で、高台部の端部が細 く尖つている。489の体部は半球状の形態で、

高台部は端部がやや内側へ傾いている。490、 491は高台部が台形状の断面形態であることと、器壁が厚

いことが特徴である。494は全体が扁平な球状の形態である。496は板状の器形である。

C)SKd126

[遺物]545は 口縁部が内湾気味に直立し、端部が丸く整形された器形である。546の高台部は端部が内傾

する形態である。547は 内面見込み部に馬をモチーフとした飾りが貼り付けられており、高台部は花弁

状に整形されている。550は算盤玉状の形態が想像される。551の高台部は器壁が厚い点が特徴である。

552、 553は口縁端部が大きく肥厚されて、玉縁状の形態となっている。554は器壁が厚い器形である。
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556は外型成形のほうろくc型式である。558は平面形態が四角形の器形で、4隅のうちのいずれかの部

分である。559は右側の焚き口部の左前上部である。560は左右いずれかの側縁上部である。562は混入

物である。

C)SKd127

[遺物]565は 内外面が型で成形されており、俯敵すると菊の花のように見える。568は 内面見込み部にア

ルミナ砂が付着している。570の高台部はやや外方向へ張 り出す逆台形の形態で、器壁が厚い点が特徴

である。572の 口縁部は短く内傾する形態で、端部が丸く整形されている。573の底部は中心部が窪む形

態で、縁辺部が突出気味に整形されている。574は内面の口縁部からやや内側に寄った箇所に容器本体

に固定するための突起がある。576は蓋が載せられるために、日縁部が L字形の形態となっている。579

は長方形の透かしがある。580は左側の容器を載せる孔の左前面上部である。581、 582は外型成形のほ

うろくc型式である。583の下端部の湾曲が原形のままかどうかの判定はできない。584は混入物である。

GeSKd130

[遺構]大型の遺構であるが、幅が東部ほど広くなった不整な平面形態であり、底面の凹凸が著しいこと

から、計画的に開削されたものではない。

[遺物]724の口縁部は直立する形態である。725は原形が不明で、表面のモチーフもわからない。726は

口縁端部が肥厚されて、上面に平坦面が成形されている。

C)SKd132

[遺構]南部の底面に自然石が密着する状態が認められたが、規則的に配列されていないため、遺構の埋

め戻しの際に投入されたものと考えられる。

[遺物]727は幅と厚さが均等な板状の出土品である。湾曲した形状については、原形のままか後から生

じたものかは不明である。釘は細い形態 (729、 730)と 太い形態 (731)に 分かれる。

GDSKd133

[遺物]732は さぬき市吉金窯跡の製品の可能性がある。

C)SKd134

[遺構]素焼きの大甕が埋設されていたことから、貯水か肥料保管の使途が考えられる。

[遺物]736は非常に薄い板状の出土品である。

(CSKd136

[遺物]738は ほうろくb型式である。

()SKd138

[遺構]底面の西部において、大人の頭程度の大きさの自然石が散在する状態が認められたが、規則的に

配列されていないことから、埋め戻しの際に投入されたことが考えられる。

嘔DSKd139

[遺物]739は ほうろくb型式である。

(3SKd153

[遺物]741は 高台部が「ハ」字形に開く器形で、体部は浅い皿状の形態が想像される。

()SKd156

[遺物]742の 高台部は外方向へ湾曲して開く形態である。743は 回縁部が大 きく外反する深い器形で、外

面には施釉前に白泥で梅の花弁が描かれている。744の 高台部は端部が内傾する形態である。746の 高台
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部は精巧な面取りが行われている。747の 口縁部は長方形気味に大きく肥厚された形態である。748の 口

縁部は端部を外側に丸めることによって成形されたために、内部に空隙が生じている。750は体部が直

立する形態で、口縁端部が肥厚されて上面に平坦面が成形されている。751は内外 2重構造のうちの内

部構造が残存したものである。752は底面が平坦なことから、使用時には手前側になる部分である。

()SKd157

[遺物]非常に薄い板状の出土品である。縁辺部が原形を留めるかどうかはわからない。

嘔OSKd160

[遺物]760は 吊手装着用の耳が口縁端部に近い位置にある。761は ほうろくa型式である。762、 763は火

箸として使用されたものと考えられる。765は 自在鉤様の出土品である。

()SKd164

[遺構]埋土が基盤土塊を包蔵した土壌と他の土壌が交互に堆積する状態を示すことから、開削後の早い

時期に埋め戻されたことがわかる。また、これらの土層序は南から北へ向かって傾斜するため、南方か

ら土砂が投入されたことがわかる。

(DSKd183

[遺物]824は 表面に鉄製品が付着している。

()SKd201

[遺構]整然とした平面形態で、壁面が直角気味に傾斜し、底面が平坦に成形されているために全体は箱

型の形態となっている。遺構の主軸は条里区画の東西基軸線の方向性に合致する。

日用品の廃棄用に開削された遺構としては、企画的であることから、当初土地区画を目的として開削

されたものの機能が変化したことが考えられる。

C)SKd204

[遺構]底面の中央部に、自然石を南北方向に2列に並べた状態が認められる。底面の東
。西部に同様の

石列がないことから、埋設位置が遺構の中心部になるように、石列上に何らかの物体が設置されたもの

と思われる。

(DSKd209

[遺物]867の鍔部は先端部が下方向へ湾曲した形態である。869は混入物である。870は 4面の平坦面が

ある自然石の 1面を砥面に使用したものである。872は上部が扁平、下部が四角形の断面形態である。

にDSKd211

[遺構]底面の東壁面に沿つた位置で、自然石が半円形に配列された状態が認められたことから、原形は

この石列上に何らかの物体が設置されていたと考えられる。埋土が上下 2層 に分割される理由は、内部

の物体が消滅したか、掘 り出された後に、埋め戻されたためである。

C)SKd278

[遺物]1010は体部と底部の変化点が明瞭な形態である。1011に は非常に低い高台部がある。

C)SKd280

[遺物]1013は 口縁部が短いために浅い器形で、高台部は逆台形状の形態である。1015の上面には「林善

右工門」の刻印がある。1019の上端部は尖つた形態が想像される。

(DSKd290

[遺構]底面に密着した状態で多量の自然石が残存していた。分布範囲は、底面の西半部を中心とするよ
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うに看取されるが、配列に規則性が認められないため、企画的に設置されたものではない。すなわち、

埋め戻しの際に投入されたものである。

[遺物]1044の底面には「十」の墨書がある。1045の内面見込み部にはハマロ跡が残存する。1046は混入

物である。

第11群

Ⅱ-21区 の東部とⅡ-20区 の北部の中央部から東端部にかけて所在し、SKd147～ 152・ 172～ 180・ 186

～198・ 215～ 225。 282～ 287・ 292～294の48基で形成される。これらはsDd49を 挟んで、南北に分かれ

るが、大部分の遺構の主軸は条里区画の東西 。南北軸の方向性に合致している。

さらに、SDd63の西岸に所在するものは、同遺構に沿って南北方向に列状に並んだ配列となっている。

CeSKd172

[遺物]767は混入物である。769の体部は半球状の形態である。

C)SKd175

[遺物]770は体部から口縁部にかけて直立気味の形態であるために深い器形である。

C)SKd180

[遺物]771、 772は深い器形である。773は底部から体部にかけての屈曲が明瞭な形態である。774は直立

気味のつまみ部と屈曲する肩部が特徴である。774、 775、 777に はコンニャク印判が施されている。775

の内面見込み部にはアルミナ砂が残存する。778～ 780は器壁が薄い器形で、底面は回転糸切りによる切

り離しである。781は内面の隔壁から口縁端部までが短い器形である。782、 784は体部が直立するため

に深い形態となっている。783、 785の高台部は端部が尖つた逆三角形の形態である。789～ 791は器壁が

薄い半球状の器形である。793の 回縁部は内傾する形態で、内方向への張 り出しが大きい特徴がある。

794、 795についても口縁部が内傾するが、上端部に平坦面が成形されているために端部は内外両方向へ

均等に肥厚された形態である。793～ 795は 中型の貯蔵容器であったと想像される。796は口径の大きい

形態である。797の回縁部は蓋を固定するためにL字形に屈曲した形態である。羽釜は鍔部が 1段の器

形 (803、 805、 806)と 2段の器形 (802、 804、 807)が共存し、さらに前者には吊手用の耳がある器形

(806)が含まれる。808、 809は 口縁部が直立し、肩部が張る形態の器形である。809の外面には型作 り

による浮き文がある。焙烙はほうろくb型式 (810～ 818)が主体で、ほうろくa型式 (819)が少数混

在する。

C)SKd186

[遺構]南部の底面に大人の頭大の自然石が 1個残存 していたが、上位の埋土と全体の埋土が同じため、

礎石や根石としての使途は考えられない。したがって、埋め戻 しの際に投入されたものである可能性が

高い。

(CSKd187

[遺物]825の高台部は器壁が非常に厚く、逆台形状の断面形態である。

C)SKd188

[遺物]826は 日縁端部が上方へ摘み上げられた器形である。827の内面見込み部にはアルミナ砂が残存す

る。827、 828は見込み部が広く、器高が低いために扁平な形態となっている点が特徴である。829、 830

は器壁が薄い器形で、口縁端部が大きく外反する。831は器壁が厚い器形である。833のつまみ部は直線

的な長い形態である。835の回縁端部は玉縁状の形態である。836の周囲には放熱のための円形の透かし
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が 2列に配列されている。口縁端部は肥厚されて、上端部に広い端面が成形されていることから、同面

に容器や網が載せられて使用されていたことがわかる。837の 内面には容器等を支える突起が残存する。

838は口縁部が内傾する器形である。841の基部には目釘孔があり、柄を固定するための輪が残存してい

る。842、 843の破断面には再加工の痕跡がない。

(2SKd191

[遺構]埋土中に包蔵されていた自然石は、埋め戻しの際に投入されたものである。

[遺物]844の高台部は直立する細い形態である。845の高台部は逆台形状の形態である。846は内面見込

み部の幅が広い器形で、高い器高であったことが想像される。847は皿状の浅い器形である。848は玉縁

状の短い口縁部がある小型品である。851、 855は 国分寺楠井遺跡の製品と考えられる混入物である。

856～ 859はほうろくa型式である。

旧)SKd192

[遺構]平面形態が整然としており、底面も平坦に成形されていることから、墓様の使途が考えられる。

北部の底面に敷き詰められた自然石は、上面の高さが均等になるように調整されているため、棺台とし

て機能した可能性がある。

[遺物]861は器壁が薄く、精巧なつくりの小型品である。862に ついては把手が装着されていた器形が想

像される。863の頭部は円形の平面形態である。

低)SKd195

[遺物]864は ほうろくa型式と考えられる。865は混入物である。

旧)SKd219

[遺物]874は体部から口縁部にかけて直立する形態で、日径が小さいために深い器形になっている。875

の高台部は端部がやや外方向へ開く形態である。876は器高が高い深い器形である。877の口縁部は外方

向に折り返されたために玉縁状の形態になっている。878は器壁が厚い大型品が想像される。879の 口縁

上端部は平坦面が成形されている。羽釜の主体は鍔部の上位に縦方向の耳が装着された器形 (883、 885、

886、 888、 889)である。焙烙はほうろくa型式 (893、 897、 898)が主体と考えられる。

旧DSKd220

[遺構]整然とした平面形態で、壁面が垂直気味に傾斜することと、底面が平坦に成形されている特徴か

ら、埋葬施設と考えられるが、埋土中からは遺体だけでなく、棺材や釘等の付属品は出土していない。

[遺物]899は 口縁部が直立する深い器形で、900は浅い器形である。901は内面見込み部が狭い、容量の

小さい器形である。902は底面裏面に「十」字の墨書がある。903の高台部は直立する長い形態である。

()SKd286

[遺物]1020の口縁部がL字形に屈曲するのは蓋が載せられていたためと考えられる。

(DSKd293

[遺構]埋土の観察から、遺構全体が埋め戻された後で、南半部が再度開削されたことがわかる。しかし

ながら、異なる遺構として使用された状態は認められず、全体の埋め戻しの際に偶発的に行われた行為

と考えられる。

第12群

Ⅱ-19区の東部からⅡ-20区の西部にかけて所在し、SKd226～ 228・ 262の 4基で形成される。遺構

間距離が長いために、相互の関連性や全体の配置等に企画性は見出せない。
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く)SKd226

[遺物]904は混入物である。

第13群

Ⅱ-20区の東部に所在し、SKd263～ 276・ 288・ 289・ 295～ 304の26基で形成される。大部分の遺構が

条里区画の南北基軸であるSDd70 0 72・ 73に近接して所在し、各遺構の主軸はこれらの溝状遺構の方向

性に合致する。これはsDd70。 72・ 73が居住範囲の東部縁辺部に該当することから、本土坑群が集落の

中心部から隔離された結果と考えられる。

C)SKd263

[遺物]1008は 混入物である。

C)SKd273

[遺物]1009の高台部は外面が明瞭に削り出されているのに対して、内面は底面がいくらか浮き上がる

程度に弱く削り込まれた形態である。

(DSKd288

[遺構]埋土の下位の底面に近い位置に、自然石が集中して残存する状態が認められた。これらは規則

的に配列されたものではないが、底面に密着するように残存していたことから、上位に構造物が存在し、

その基礎を形成していた可能性がある。ただし、埋土は単一の土壌であるため、構造物の除去後は短時

間で埋め戻されたことがわかる。

C)SKd289

[遺構]箱型の大型の遺構である。主軸は条里区画の南北基軸線の方向性に合致することから、土地区

画の影響を受けたことがわかる。

[遺物]1022は半球状の形態である。1023は体部と高台部の接点周辺の器壁が厚い器形である。1024は

体部から口縁部にかけて直立した形態のために深い器形となっている。1028の高台部はわずかに突出し

た形態である。1029の 口縁部は端部が肥厚されて上部に平坦面が形成された形態である。体部は肩が張

る形態で、肩部以下は直線的に成形されている。1031は器壁が厚い器形である。1036の 中心部には鉄製

のつまみを装着するための孔が貫通している。縁辺部が内側へ傾斜することから、容器の口縁部の内側

へ落とし込んで使用されたことがわかる。1041は 4隅に脚があったことが想像される。1037、 1042は混

入物である。1042は長軸方向の一方の側縁部に使用痕が観察できる。

(DSKd298

[遺構]整然とした箱型の形態で、埋土中に基盤土塊が多量に包蔵されていることから、墓様の使途が考

えられる。

()SKd299

[遺構]埋土が壁面の近 くから先行 して堆積 した状態を示すことから、機能を停止 した後は放置され、徐

々に土砂が堆積 したことがわかる。
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(5)溝状遺構

屯DSDd44

[遺構]Ⅱ -2区の東部に所在し、現存する用水路の北部ほど、規模が小さくなっている。流路は直線的

な平面形態で、条里区画の南北基軸線の位置に合致する。

[遺物]1047、 1049、 1051は体部から回縁部にかけて直立した形態のために深い器高である。1053の 口縁

部は直線的に「ハ」字形に開口する形態である。1054は 口縁部が水平気味に開口するために、非常に浅

い器形である。1055の高台部は低い逆三角形の形態である。1058の 口縁部は玉縁状の形態で、頸部から

直線的に連続する点が特徴である。混入物である。1060の 口縁部は肥厚されて、上面に平坦面が形成さ

れた形態である。1061は 口縁部が短く「く」字形に外反し、肩部が張る形態である。1062の体部は脹ら

み気味に直立する形態である。1065は器壁が厚い大型品である。1066の 口縁部は内傾する形態である。

1067～ 1071は混入物である。

筵)SDd45

[遺物]1075の回縁端部は外方向に湾曲する形態である。1079は 口縁部と体部、体部と底部の各接点が屈

曲する点が特徴の精巧な出土品である。1080、 1081は混入物である。1080の 回縁部が内側へ湾曲する形

態であるのは、蓋が載せられていたためと考えられる。

()SDd46

[遺物]1083はほうろくc型式である。

(DSDd47

[遺構]Ⅱ -22区の北東部に所在する。直線的な平面形態で、条里区画の南北基軸線の方向性に合致し、

SDd49に 直角に合流する。南端部の規模が次第に小さくなることから、延伸部の小規模なものであつた

ことがわかる。

()SDd48

[遺構]Ⅱ -21・ 22区の境界に所在する。直線的な平面形態で、条里区画の東西基軸線の方向性に合致す

る。遺構全体の規模が均等なことから、原形を留めていると考えられる。

()SDd49

[遺構]Ⅱ -21区 からⅡ-22区まで連続する大型の基幹水路であり、条里区画の東西の基軸線に合致する。

埋土中には、昭和時代に所属する陶磁器が包蔵されていたことから、大規模な土地改変が行われる直前

まで機能していたことがわかつた。

平面形態はほぼ直線的で、幅もほぼ均等であるが、内部は頻繁に掘 り直されたために、両岸の法面と

底面に多くの凹凸が認められた。

また、Ⅱ-22区の北東部とⅡ-21区の西部において、底面に石列が検出されたことから、石積みによ

る護岸が施されていたこともわかった。

[遺物]1085、 1087、 1090は器壁が厚い器形である。小型の浅い皿 (1085～ 1102)の高台部は逆三角形と

逆台形の形態に大別できる。1103～ 1115は体部から口縁部にかけての変化点が不明瞭な器形で、高台部

は端部が尖つた低い逆三角形の形態である。この器形は器高に比べて口径が大きいために、全体は扁平

な形態である。1108、 1111、 1112、 1113の 内面見込み部の中心部にはコンニャク印判による五弁花の文

様がある。1116、 1117は扁平な器形で、日縁部と体部の接点が明瞭に屈曲し、日縁部は外方向に外反す

る。1118、 1119の高台部は低い逆三角形の形態である。1120～ 1134は小型品である。1135は体部から底
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部にかけての器形の変化が少ない。1136、 1137の高台部は端部が外方向に張り出す形態である。いずれ

も内面見込み部にコンニャク印判による五弁花の文様がある。1140～ 1145の高台部は内傾気味に直立す

る形態である。1150は高台部の周囲に脚状の突起物があるが、その先端部が接地しないことから、装飾

を目的としていた可能性が高い。1151の 回縁部は水平方向に屈曲した形態で逆「L」 字形を示している。

体部は肩が張った非常に扁平な形態である。1152～ 1155の 回縁端部は内側へ突出した形態である。1156

は底面が上方に押し上げられて高台部が成形されている。1159は肩が張る器形で、体部は扁平な形態で

ある。1161は深い器形で、口縁部が外反し、高台部は長く直立する形態である。1162は 口縁部が逆「八」

字形に開口する器形で、端面が平たく成形されている。1164の高台部は蛇の日高台の形態である。1165

の内面見込み部にはコンニャク印判による五弁花の文様がある。高台部は長く直立する形態である。1166

は内面見込み部が広い扁平な器形である。灯明皿は内面に隔壁の有無により2種類に大別できる。1167、

1168は特に器壁が薄い器形である。1177～ 1179、 1183の 内面見込み部にはハマロ跡が残存する。1185、

1186の高台部は器壁が厚い逆台形状の形態である。1187は浅い器形である。1189は底部の器壁が厚い器

形である。1191の高台部は内傾する長い形態である。1192は深い器形で、日縁部は直線的に逆「八」字

形に開回する形態である。1193～ 1236、 1238～ 1260は 口縁部から底面近くまで直立する形態の深い器形

である。陶磁器の中ではこの器形の占める割合が最も高いことから、当該時期の食器の主要な地位にあ

ったことがわかる。1245、 1248の底部外面には墨書があり、前者は「弥」であるが、後者は不明である。

1237の 回縁部は「 S」 字形に屈曲して外反する形態である。1264、 1270、 1275、 1276、 1281は深い器形

で、日縁部が外反する形態である。この器形は装飾性が乏しいことが特徴である。1268、 1273、 1274、

1278～ 1280の底面には墨書文字がある。1279の 「友」以外はすべて「十」である。1283～ 1289の 内面見

込み部にはコンニャク印判による五弁花の文様があり、いずれも文様が崩れている点に特徴がある。1290

は口縁部から体部にかけて直線的な形態のやや大型の食器である。1293～ 1302は 体部が筒状の形態で、

1291、 1292の ような長い頸部が存在したと想像される。1299～ 1302は底面の縁辺部が削り取られて、面

取りが施されている。1306は器壁が薄い器形である。日縁部が水平方向に屈曲して、端部が摘み上げら

れた形態を示すのは蓋が載せられていたためと考えられる。1307の底面の墨書文字は「工」の可能性が

ある。1312は軟質で器壁が薄い器形である。1313は高台部の周囲に突起が貼り付けられているが、この

突起は高台部よりも短いために装飾の目的で貼り付けられたことがわかる。1314は底部に透かしが施さ

れていることから液体容器ではない。1315は内面の回転ナデ調整の痕跡が明瞭な器形である。1318～ 1320

は短い口縁部が特徴の小型品である。1321の口縁部は内湾する形態のため、蓋の存在が想像される。1322

は移動式の便器としての使途が想像される。1325は 口縁部が逆 L字形に、体部から底部にかけての変化

点が「く」字形に屈曲した器形である。1326は高台部の接地面が広い器形である。1327は器壁が厚い大

型品で、底面に「仁キ」と思われる墨書文字がある。1328は器壁が厚い器形である。1332の高台部は器

壁が厚く、逆台形状の形態である。1333の 高台部は扁平な長方形の形態である。1334の底面には「や」

の墨書文字がある。1334、 1335の 内面見込み部にはハマロ跡が残存する。1336は器壁が厚い器形で、底

面の中心部が高台部の接地面まで下がった形態である。1337は高台部が低い形態である。1338は 口縁部

外面に吊手を装着するための穿孔がある。1344の底面の墨書文字は「り」である。1346は器壁の厚い大

型品である。1350～ 1354は全体の器壁が厚い器形で、高台部が逆台形状を示し、接地面が広い。1421、

1422は混入物である。前者は口縁部が外側に折り返されることで玉縁状の形態に成形されている。1423

～1425は器壁が薄い器形で、日縁端部が外側に折り返されて玉縁状に成形されている。1425の高台部は
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接地面が広 く、短い形態である。1426、 1427は 日縁端部が水平方向に肥厚されて、上面が平坦に成形さ

れた形態である。体部は胴が張つた形態である。1428の高台部は外面が直線的で、底面が平坦な形態で

ある。1431の底部は突出気味の形態を示し、底面が平坦な形態である。1432の 回縁部は内傾 した玉縁状

の形態である。1433は肩が張る形態である点に特徴がある。日縁部は水平方向に屈曲された短い形態で

ある。1435の 口縁端部が水平方向の平坦面である点については、蓋の存在が予想される。1438の 中心部

の穿孔はつまみ用の金属の紐を通すためのものである。1442は 口縁部から下がつた位置に横長の大型の

透かしがある。1443は 長方形の平面形態で、 4本の脚があつたと想像される。1445は外型成形である。

1446は七厘の内部で仕様された隔壁である。1447、 1448は平坦に成形された端面に容器固定用の突起が

ある器形である。1450～ 1456は 国分寺楠井遺跡の製品で、混入物である。羽釜のうち1476は 口縁部外面

に吊手装着用の耳と穿孔がある。1478は器壁が薄い小型品である。1480は外型成形がわかる出土品であ

る。1482は 3～ 4本脚が装着された出土品である。1492、 1493は混入物である。1494の外面の刻印は「吉

井」である。1495、 1497は上部に容器等を載せやすくするために、口縁端部が肥厚されて上面に平坦面

が形成されている。脚部は粘土塊を貼 り付けて成形されたものではなく、底面を中心部に向かつて削り

込むことによって 4隅を脚状に仕上げたものである。1496は器壁が薄い筒状の器形である。1498は 口縁

部と脚部に雷文の印刻があり、正面には 3羽の鳥をモチーフとした浮き文がある。口縁端部は内外両方

向に広く拡幅された形態である。1499は容器を載せる孔の奥壁側である。1500は左側上部から左側面上

部にかけての部分である。側面部外面には「京」の刻印がある。1501は右側上部の右端部分である。1502

は左側上面から手前左端部分に相当する。1503は手前側の右端部分である。1504の手前側の縁辺部は奥

壁に平行しないために不整な平面形態となっている。1505の 内部は 2重構造で、両側面に2段の透かし

がある。1506～ 1565は ほうろくa型式、1566～ 1601は 同 c型式である。すなわち、ほうろくb型式が共

存しないため、遺構の存続時期は 2時期に大別することができる。1602～ 1610は 混入物であり、1611、

1612も 混入物の可能性が高い。1636の上面の溝は台形状の断面形態であるため、装着されたものは簡単

に脱落しない構造になっている。したがって、断面が四角形の棒状のものが装着されることにより、把

手として機能したことが想像される。1637、 1638は焼土である。前者は内側が横方向に円弧を描きなが

ら、上方向へ向かって湾曲した形態であり、後者は内側が横方向に円弧を描く形態である。したがって、

この出土品は筒状のものを覆っていたものが、内部の空洞化により、内面がその型のとおりに成形され

たと考えられる。1639～ 1641は劣化が著しいために目の状態は観察できない。金属製品は原形や所属時

期が特定できたものが少ない。

()SDd51

[遺構]Ⅱ -21区の中央部から北西寄りに所在する。方向性が完全にSDd49と 一致することから、同遺構

と並存していたことがわかる。

[遺物]1683は口縁部がつまみ部より高い位置にあり、日縁端部が外方向に逆 L字形に屈曲されることに

よって、落し蓋状の機能を果たすことができる。

③SDd52、 SDd61

[遺構]Ⅱ -21区 の中央部に所在する。直線的な平面形態で、条里区画の南北基軸線の方向性に合致する。

SDd49に よつて分断されていることから、同遺構の開削以前の遺構と考えられる。

()SDd53

[遺物]1685の 高台部は端部が尖った逆三角形状の形態である。1687、 1688は深い器形である。1692は ほ
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うろくb型式である。

《DSDd54

[遺物]1698は ほうろくb型式である。

⑪SDd55、 SDd56、 SDd57

[遺構]Ⅱ -21区の西端部に所在する。直線的な平面形態で、条里区画の南北基軸線の方向性に合致する。

いずれも小規模であるため、狭い地域内を細かく区分する目的で開削されたものと考えられる。

[遺物]1694の 口縁部は端部が外反する形態である。1695の高台部は長く直立する形態である。1700は 回

縁部が急角度で外面の下方向へ屈曲することと、体部の上位に鋭い屈曲点があることが特徴である。

⑫SDd58、 SDd59

[遺構]Ⅱ -21区の南西部に所在する。両者は直角に合流し、SDd59が条里区画の南北基軸線の方向性に

合致する基幹水路、SDd58は その支流と考えられる。

SDd59か らは、埋設されていた土製管列が出土したが、その大部分は遺構の廃絶時に抜き取られてお

り、抜き取られた跡には石が埋められていた。

[遺物]1702の瓦当面には「上林岡崎」の刻印がある。1705の上端部は横方向に拡張された器形である。

1706は幅が均等で、薄い板状の出土品である。

()SDd63

[遺構]Ⅱ -21区の南部の中央部から東寄りに所在する。直線的な平面形態で、条里区画の南北基軸線の

方向性に合致する。

SDd61の形態、規模、総延長に似通っていることと、同遺構に平行した関係にあることから、共存じ

てSDd49よ り南方の土地区画の基軸を形成していた可能性が高い。

[遺物]1712は ほうろくb型式である。

⑭SDd64、 SDd65、  SDd66

[遺構]Ⅱ -19区の中央部から東寄りに所在する。各遺構は延長線上に位置し、同じ方向性を示している

が、原形が同一のものであったか否かについては明らかでない。

[遺物]1716、 1717は混入物である。

《)SDd67

[遺物]1718は 軟質の薄い小型品である。1719は ほうろくc型式である。1720は混入物である。

(DSDd68

[遺構]Ⅱ -19区の北西部に所在する。当該時期の中規模以上の溝状遺構が、条里区画に合致した方向性

を示すのに対して、本遺構は全く異なる方向性を示している。さらに、周辺部において本遺構と同一の

方向性を示す遺構が存在しないことから、偶発的な遺構と考えられる。

C)SDd69

[遺構]Ⅱ -19区の西部に所在し、条里区画の南北の基軸線に合致する。延長線上に関連する遺構や分岐

する流路が存在しないことから、局所的な土地区画を目的に開削されたものである。

⑬SDd70

[遺構]Ⅱ -20区の東部に所在する。大型の基幹水路であり、条里区画の南北の基軸線に合致する。埋土

中には、昭和時代に所属する陶磁器が包蔵されていたことから、大規模な土地改変が行われる直前まで

機能していたことがわかった。
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平面形態はほぼ直線的で、幅もほぼ均等であるが、内部は頻繁に掘り直されたために西岸の法面に階

段状を呈する箇所があり、底面に中洲状の基盤土の盛り上がり箇所が認められた。

[遺物]1721は 体部と底部の変化点が直角に屈曲する形態である。1722は高台部の削り出しによって、底

面の縁辺部に明瞭な稜線が形成された器形である。1723、 1724は扁平な浅い器形である。1726は体部か

ら高台部にかけての変化点が不明瞭な器形である。1728は体部が直立する形態で、底面に粘土塊を貼り

付けた脚がある。1729の底面の縁辺部は尖つた形態である。1730、 1731の 口縁端部は内側に肥厚された

形態で、上部に平坦面が成形されている。1732の 口縁端部は波状の形態である。1734は底面中央部が削

り込まれることにより、低い高台部が成形された器形である。1735は器壁が厚い点が特徴である。1738

の体部は半球状の形態である。1739は体部と底面の変化点が鋭く屈曲する形態である。1740の高台部は

端部が内傾する形態である。1742は 口縁端部が水平方向に外反する。1743の 口縁端部は玉縁状の形態で

ある。1744の 口縁端部は外方向へ緩く外反した形態である。1745は器壁が厚い大型品である。1749は混

入物である。日縁端部を平坦に成形した器形で、端面の縁辺部が鋭角に成形されている。1752の 回縁部

は内方向へ直角に屈曲された形態である。外面にはヘラ状の工具によって掘り込まれた同心円状の文様

が認められる。1759は 3本の脚が装着される器形で、浅い体部と肥厚された回縁部が特徴である。1760

の回縁端部には粘土塊を貼り付けた3個の突起があったと想像される。1762、 1763、 1770、 1771は混入

物である。1767～ 1769は ほうろくa型式である。
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第135図 溝状遺構土層序断面実測図 3・ 不明遺構 。自然河川跡土層序断面実測図
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⑩SDd71、 SDd72、 SDd73

[遣構]Ⅱ -20区の東部に所在する。SDd72と SDd73は約 lmの間隔をおいて完全に平行する位置にある。

すなわち、両者の間の空間については道路の存在が想定できる。

また、SDd71は SDd72に 対して直角に交わるため、道路はその交点から東方へ屈曲していたことが考

えられる。

(6)柱穴跡 (第 136図 )

[遺構]当該時期の遺構は15基が検出されている。主にⅡ-2区のほぼ全域、Ⅱ-3区の東部、Ⅱ-20区

の東部に分布するが、散在する状態であり、規則性は認められない。

[遺物]1775～ 1777、 1782は ほうろくaあるいはb型式である。1778、 1779は混入物である。
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第136図 柱穴跡遺物実測図 3
(1774～ 1776:SPd93、 1777:SPd09、 1778・ 1779:SPd95、 1780:SPd99、 1781:SPd103、 1782:SPd104、 1783:SPd105)

(7)不明遺構 (第 135図 )

Ⅱ-19区南部にSXd01が、Ⅱ-21区東南部にSXd02が所在するが、いずれも平面形態や断面形態から

は規格性が認められないために人為的な遺構か否かは判定できない。

(8)自然河川跡 (第 135図、図版33)

[遺構]Ⅱ -3区の東部においてSRd01と SRd02を検出した。これらはⅡ-22区に合流点がある同一流路

と考えられるが、同地区では延長部が全く検出されていない。したがつて、南部の 4区画内における流

路のありかたについては不明である。

両遺構ともに直線的な平面形態であり、断面は浅い皿状の形態である。

[遺物]1784は 体部から高台部にかけての変化点が不明な器形である。1785は器壁が厚い器形で、小型の

高台部が削り出されている。1786は 日縁端部が月巴厚された器形である。1787の体部は直立する形態であ

る。1789は底面が窪められることで高台部が成形されている。1791の 口縁部は上面に強いナデ調整が施

されたために凹面が形成されている。1794、 1795は 口縁部が内傾して、肩部が張る器形である。1797～

1801は ほうろくaあるいはb型式である。

5 江戸時代以降の遺物包含層 (第 138図 )

当該時期の集落内に、主に人為的な整地作業によつて形成された小規模な堆積層が部分的に存在する。

小型の水溜り程度の窪地を埋めたことが成因と考えられる。出土品は土砂とともに投棄された廃棄物の

可能性が高い。

1803、 1804の高台部は逆台形状の形態である。1805の体部は直立する形態である。1808の外面には菊

花をモチーフにしたスタンプ文様がある。1810は ほうろくa型式である。1812は表面の劣化が著しいた

めに日の状態は不明である。

儡口巫
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6 その他の遺物 (第 139。 140図 )
重機での表土掘削や土層序あるいは遺構の深さの確認のための試掘調査等によって出土した、出土位

置が特定されていない出土品を一括して報告する。

1813は 口縁端部が摘み上げられた器形である。1814は 口縁部が水平方向に開口する器形で、端部に強

いナデ調整が施されたために凹面状の形態になっている。1816は 口縁部がラッパ状に開回する大型品で、

日縁端部には2条の凹線文が施されている。1817は直立した長い頸部がある器形である。1818、 1819は

口縁上端部が摘み上げられた器形であり、小さい端面が成形されている。1821の 口縁端部は上下に肥厚

された形態である。1824は 口縁端部に強いナデ調整が施されたために上端部が突出した形態になってい

る。1827は 口縁部が水平方向に肥厚され、上端部に広い平面が形成された器形である。口縁部と杯部の

接点は外方向に突出した器形である。1828は脚端部が肥厚されて、平面が形成された器形である。1829

の口縁端部には強いナデ調整により凹面が形成されている。1830は長い側縁部を刃部として使用してい

る。1831の上側縁部には使用時の手擦れの痕跡がある。1839の体部は底面に近い位置が突出するために、

台形状の形態である。1845は体部の最大径が器高よりも大きいために扁平な形態で、体部の器壁に比べ

て、日縁部が非常に大きく肥厚されている点が特徴である。1847の 口縁部は水平方向に開回して、上面

が凹面状に成形された形態である。1848の 口縁部は端部が下方向に湾曲する形態である。1849、 1851は

歪みのある器形であるが、当該遺跡内に生産地がないため、不整な器形の製品が流通していたことを照

明する。1849の底面には「サミ (か )」 の墨書がある。1863は横断面が円形の棒状製品である。
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第 土早 まとめ

第 1節 遺構の変遷について

検出された遺構は、弥生時代後期、平安時代終末期、鎌倉時代、室町時代、江戸時代中
。後期の 6時

期に細分することができるが、遺構のまとまりを勘案して、遺跡の変遷をわかりやすくとらえるならば、

本文中での解説と同様に以下の 3時期に大別して整理することが適当と考えられる。

1 弥生時代

当該時期の遺構はSDd00を 中心として分布する。調査対象地の地形が概ね南から北方向
へ向かって傾

斜するのに対して、SDd00は 東から西方向へ地形の傾斜に交差した方向性を示すことから、自然地形に

逆らって開削されたことがわかる。

この要因としては、同遺構に基幹用水路としての機能があり、河川から集落あるいは農地
への導水、

集落からの排水等に利用されていたことが考えられるが、対象地の西部が未調査のため実情は明らかで

ない。

当該地区においては、Ⅱ-22区の柱穴跡群によつて想定される竪穴住居跡以外に居住遺構は検出され

ていないために、大型の集落は存在しなかったことがわかる。

これは、SDd00の 開削を優先した土地利用の結果生じた現象と考えられるとともに、SDd00の 周辺地

域が、同遺構を挟んで南北に所在する微高地の谷間に相当するために、居住地としては不適当な自然環

境下にあつたことに起因するものと考えられる。

2 平安時代から室町時代

遺構が、Ⅱ-3区東半部からⅡ-2区全体にかけての地域、Ⅱ-19区の全域、Ⅱ-20区東半地域の 3

地域に集中して分布することから、小規模な居住地が広範囲に散在していたことがわかる。

遺構の所属時期を決定付ける資料が少ないことや、複数時期の資料が混在するために、細かい時期区

分ができていないが、各遺構の最大の特徴としては、大部分の掘立柱建物跡と溝状遺構の方向性が条里

区画の方向性に合致する点があげられる。

これは、前時期では微高地を中心に生活圏が形成されていたために、低地等のために土地開発が及ば

なかつた地域が存在したのに対して、当該時期までには自然地形による土地利用の制限が取り除かれて、

広範囲に条里区画が完成し、利用できない地域が縮減されたことの証拠となる。すなわち、現代の土地

の区画や利用状況、水利慣行等の原初形態が完成した可能性が高い。

居住遺構は 5棟の掘立柱建物跡が検出されているが、上記のとおり方向性に共通点が認められる以外

は、規模や構造はかなり異なることがわかる。この相違については使途の違い、あるいは建築時期の違

いと解釈することができるが、いずれの解釈にもかかわらず、集落を形成するほどの遺構密度ではなか

ったことは明白である。

特筆すべき遺構としてはSEd01がある。規模、形態、構造は通有のものであるが、周辺地域に関連す

る遺構が存在しないため、集落の共有物か、 1家屋の固有物かは判定できない。

Ⅱ-19区では農地の形態が復元でき、溝状遺構によって区分された 1区画は、東西方向が長い長方形

の形態であることがわかった。

3
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3 江戸時代以降
当該時期の遺構は、全区画にわたって濃密に分布することから、対象地の全域が居住地、農地等に利

用されていたことがわかる。

遺構の所属時期は、単一時期のものが稀有で、18世紀後半から19世紀にかけての時期に埋もれたもの

と、同時期に構築あるいは開削された後、昭和19年の高松飛行場建設まで存在して同年に埋もれたもの

に大きく分かれる。ただし、両時期を通じて主要な遺構の種類が土坑と溝状遺構であることや、各遺構

が概ね重複した配置を示すことから、集落の見かけ上の形態や構造に大きな変化は生じなかったことが

想像される。

この時期の特徴的な遺構は283基の土坑群である。同遺構群については、配置状態によって13群 に区

分したが、各群相互の差異は見出し難く、むしろ各遺構の主軸が条里区画の方向性に合致するものが多

いことや溝状遺構に併設するものが多いこと等の共通する側面の方が顕著になっている。

条里区画を形成していた基幹的な大型の溝状遺構は、対象地の周辺地域に現存する土地区画の基軸の

一部を形成しながら、昭和19年まで継続して機能していたことが判明した。
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第 2節 江戸時代以降の遺物について

日用品の廃棄土坑であるSKd128や、長期間にわたつて当該地域の基幹用水路であったSDd49を 中心

として、多くの遺構から江戸時代後期以降に使用された陶磁器を主体とする日用品が相当量出土したこ

とから、当時の日常生活を復元するための良好な資料が蓄積されたと言える。

主な出土品を使途別に区分して、それらの内容と出土傾向から推測される、日常生活のありさまにつ

いて所見をまとめる。

1 貯蔵具

資料数は少ないが、備前焼と大谷焼の甕が主体である。これらは主として飲料水の保管に使用された

と考えられるが、人の胸高を越えるような大甕に分類される器形は少ない。これは、大甕の耐久性が高

く、破損後も井戸の井側や水溜、埋葬用の棺材等に転用されることが多いために、廃棄される頻度が低

かったためと考えられる。

備前焼と大谷焼が多い理由は、産地の近さにあることは明白であるが、産地不明の製品も少し搬入さ

れている。資料の大きさは前記の2焼と同程度であり、器形が近 。現代の漬物や梅干等の保管に使用さ

れている瓶に類似するものがあることから、調味料等も含めて保存食品の保管のために使用されていた

と考えるのが適当である。味噌等の食品の製造にも同種類のものが使用された可能性が高い。

したがって、飲料水は大型品、保存食品は小 。中型品に貯蔵していた状態が復元できる。

大谷焼や肥前系磁器等に見られる細長い頸部がある瓶については、運搬を前提として、現代の一升瓶

のように醤油、酒等の貯蔵に使用された可能性が高い。

飯櫃、桶、樽等は出土していない。

2 調理具
下推えから煮沸までの調理工程の区分に対応した資料が得られている。

まず下持えの工程を示す道具としては、橘鉢と石臼があり、特に橘鉢の資料数が多いことが注目され

る。備前焼橘鉢に代表される硬質陶器の橘鉢は、「落としても割れない」と称されるほど、耐久性に優

れていることが知られており、相当長期間にわたって使用されたことが想像されるのにもかかわらず、

出土量がきわめて多い事実からは、使用頻度が並大抵でなかったことが推測される。

これは、当時の食生活が粉食に依存していたことを証明するものである。

橘鉢の生産地が堺 。明石が圧倒的で、備前焼はきわめて少量である点については、全国的な出土傾向

と共通するが、江戸を中心とした東日本に見られるような瀬戸・美濃産の製品の搬入は認められない。

橘鉢に比べて、石自の出土量ははるかに少ない。これは、揺鉢が日々の必要量を得るために頻繁に使

用されていたのに対して、石臼は作り置きを前提に、一時に多量の食品を加工することを目的して使用

されたために、使用頻度が低かつたことが原因であると考えられる。

現代の調理用ボウルに相当する資料が認められない点については、橘鉢が機能を兼ね備えていたもの

と思われる。

煮沸工程の容器には焙烙と羽釜があり、使用頻度の高さと耐久性の悪さを示唆するように、膨大な個

体数が確認されている。特に前者の出土量が多い点については、現在の香川県高松市御厩町一帯で生産

された製品によって占められることから、容易に入手できる条件が整っていたことと、竃以外の火具で
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も使用できるという有効性があつたことに起因するものである。

煮沸具には器壁が薄い行平鍋が含まれるが、資料数が少ないため、日常的な道具でなく、祭礼等の特

殊な行事の際に使用されたことが想像される。

火具は移動式の竃と七厘が確認された。特に七厘は容易に移動でき、容器でも焼き網でも載せること

ができるという使用上の制限が少ない理由からか竃よりもはるかに出土量が多く、小規模な遺構単位で

も出土例がある。

火消し壺は火具に必要不可欠な道具である。

中世遺跡からの出土量が多い鍋や釜が、焙烙や羽釜にとって代わられる要因としては、このような移

動式の火具の普及に伴い、地床炉が廃れていったためと考えられる。

庖丁、俎板、招粉木、卸皿、卸金等の小型の道具類や焼塩壺等は出土していない。ただし、砥石が多

く出土したことから、刃物類が多く使用されていたことは想像できる。

3 飲食具

木製の椀が 1点出土した以外、陶器と磁器によって占められる。木製品が腐食しやすかつたり、焼却

処分されたりするという悪条件を考慮したとしても、当時の飲食具に占める陶磁器の割合は相当高かつ

たことがわかる。

これは、木製品が大量生産に不適な道具であるとともに、高級品としての漆器に発展する一方で、陶

磁器は有田を含む全国の生産地の競争が激化し、安価な製品が大量に生産されたことによるものである。

飲食具と考えられる出土品の大部分は小型品であることから、銘々器として使用されていたことがわか

る。

まず小型の飯碗は、肥前系の磁器と陶胎染付が圧倒的な量を占めており、瀬戸・美濃産の陶胎染付と

京 。信楽系陶器が少し混在することがわかる。飯碗の形態は、端反碗、丸碗、広東碗等に分類されるが、

前 2者が主体である。広東碗は高台部が高く、底部の器壁が厚い器形のため、主として汁物の盛り付け

に使用された可能性があることも個体数が少ない要因になっていると考えられる。この点については、

木製品が汁物の専用容器としての使用頻度が高くなり、生産量が少なくなった可能性があることに関連

すると考えられ、今後検討すべき課題である。

なお、汁物の配分に使用された容器としては、注ぎ口がある瀬戸・美濃産の器壁が薄い小型の鉢があ

る。

次に湯飲み碗は、瀬戸・美濃産の腰錆碗が主体である。腰錆碗は湯飲み専用に生産された器形と考え

られるために抽出しやすいが、他の生産地の小型碗については、使途が限定できるものが少ないことか

ら、飯碗と湯飲み碗の区別は明確でなかった可能性が高い。

さらに、土瓶と急須の出土量が少ないことを勘案すると、飲茶の習慣は広まっていなかったことも想

像される。

小型の皿は、肥前系の浅い器形の磁器が多い。飯碗の出土量に比べると皿は少ないことから、皿の

銘々器化は碗に比べると遅れていたことも考えられる。

盛り付け用の大型品としては、肥前系陶器の刷毛目鉢が多く使用されている。

備前焼徳利が少量出土したことから、飲酒の嗜好があつたことがわかる。

箸、しゃもじ、杓子、膳等は出土していない。
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4 照明具
陶器の灯明皿が主体で、備前焼と京 。信楽系の浅い小型品に区分することができる。これらは、生産

地が異なっても、口径、器高、容量には類似′点が多いことから、全国的にほぼ規格が統一されていたこ

とが想像される。

灯明皿が多く出土する一方で、油差や油徳利等の関連する容器類は出土していない。

灯明皿は日常の照明具であるだけでなく、脚台が取り付けられて祭具としても使用された道具である。

点火用の道具としては、火打石が 1点ある。

行燈、蝋燭立て等は出土していない。

5 暖房具
火鉢と矩健が出土しているが、後者は明治時代以降のもので、前者が主体と考えられる。

火鉢は材質によって、瓦質のものと素焼きのものに区分される。ただし、前者は型成形によつて外面

に浮き文が施された装飾性の高い器形で、出土頻度が低いことから、日用品としては後者が主に使用さ

れていたことが想像される。

火鉢は、器高が低い安定感のある器形である点に特徴があるが、これは暖を取るだけでなく、焼き網

を載せることによって調理用具としても兼用することを前提にしていたためと考えられる。

6 娯楽・嗜好・文具
これらの使途に分類される資料には、碁石、煙管、硯があるが、出土量はきわめて少ない。高松城跡

等に代表されるように、城下町遺跡では土人形等の玩具を始めとした遊興具類の出土頻度が高くなって

いるのに対して、郊外の集落遺跡では稀有の出土品と言える。したがつて、後者では娯楽や嗜好に供せ

られた道具の普及の程度はかなり低いと考えられる。すなわち、郊外の村落では経済活動が最優先事項

で、娯楽や嗜好が入り込む余地が少なかったと想像される。

7 建築具
掘立柱建物跡は柱材さえも残していないために、家屋の状態は不明である。しかしながら、瓦や釘の

存在から、部材を単純に組み合わせて、萱や藁等を葺いた簡易な構造ではなく、瓦葺きの強固な構造の

建物が存在したことがわかつた。

特に釘については、小規模な廃棄土坑からも出土していることから、加速度的に普及した建築具と言

える。

さて、いくつかの瓦に認められた刻印は、人名としての「林善右工門」、「林善」、「吉井」と、地名と

しての「上林」、「上林岡崎」に区分できる。これらは区分にかかわらず、生産者及び生産地を表すもの

であり、当該地域が古くから「林」あるいは「上林」の地名で呼称されてきた経緯を考えると、対象地

の近隣に生産地があつたことが想像され、身近な場所から製品を入手したことがわかつた。

製品の仕上がりの状態については、城下町遺跡からの出土品と比較しても遜色がないことから、広い

範囲で生産技術は頂点に達していたことが推測できる。

建物の基礎、床面、壁面、内部構造等の造作が復元できる資料は出土していない。
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